
高等学校

公 共
高
等
学
校

　公 

共

この教科書は，環境にやさしい再生紙と
植物油インキを使用しています。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

私
た
ち
が
ひ
ら
く
未
来
・
社
会

私たちがひらく未来・社会

高等学校　公民科
文部科学省検定済教科書
35・清水・公共705

清
水
書
院

清
水
書
院

清水書院

清水書院



本ॻの活用に͚て

「公共」を学ぶ前に ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ2

ୈ̍ฤɹެڞの൶をͻΒく

第１ষ　公共的ͳۭ間をͭ͘る私たち
　　　　１　私たちの人生と社会 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ8

　　　　̎　੨年期の心理と課題 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 10

　　　　̏　学の始源と発展ʕギリシャ思 ʜʜʜ 14

　　　　４　一神教の教え ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 18

　　　　̑　東༸のफ教と思（１）ʕ教 ʜʜʜʜ 22

　　　　̒　東༸のफ教と思（̎）ʕठ教 ʜʜʜʜ 24

　　　　̓　日本の෩土と神への信ڼ ʜʜʜʜʜʜʜ 26

時代の学問と近代化への歩み ʜʜʜށߐ　８　　　　 29

第２ষ　公共的ͳۭ間に͓͚る人間
　　　　１　義務論と功利主義 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 34

　　　　̎　生命ྙ理 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 38

　　　　̏　環境ྙ理 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 40

第３ষ　公共的ͳۭ間に͓͚る基本的原理
　　　　１　近代的人間૾の誕生（１）

　　　　　　　　　　　　　　　ʕ近代の始まり ʜʜ 44

　　　　̎　近代的人間૾の誕生（̎）

　　　　　　　　　　　　　　　ʕ科学的な思考 ʜʜ 46

　　　　̏　国家社会と人間性（１）

　　　　　　　　　　　　　　　　ʕ社会契約説 ʜʜ 48

　　　　４　国家社会と人間性（̎）

　　　　　　　　　　　　ʕヘーήルとマルクス ʜʜ 50

　　　　̑　国家社会と人間性（̏）ʕ実存主義 ʜʜ 52

　　　　̒　公共性の復権と他者についての思考 ʜʜ 54

　　　　̓　公正な社会と個人ʕ現代の政治思 ʜʜ 58

ୈ̎ฤɹج本的ਓ権のଚॏと๏

第１ষ　民主政治の原理
　　　　１　近代国家と立憲主義 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 64

　　　　̎　日本国憲法の成立 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 67

第２ষ　人権のଚ重と日本国ݑ法
　　　　１　日本国憲法の三原理と

　　　　　　人権保障 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 69

　　　　̎　平和主義と国際社会 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 72

　　　　̏　平等権 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 74

　　　　４　自由権 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 76

　　　　̑　社会権 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 80

　　　　̒　参政権の保障と国務求権 ʜʜʜʜʜʜʜ 82

　　　　̓　新しい人権 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 84

　　　　８　グローバル化と国際人権 ʜʜʜʜʜʜʜʜ 87

判例
CheckポイントCheckポイント

判例�一ཡ
ྫ̍　 ത多Ӻテレビフィルム提出命ྩ事件 70
ྫ̎　 『ԅのあと』事件 70
ྫ̏　 長পナイキ基地訴ু 73
ྫ̐　 足利事件 76
ྫ̑　 家Ӭ教科書訴ু 77
ྫ̒　 朝日訴ু 80
ྫ̓　 ງ木訴ু 80
ྫ̔　 路上生活者の転居ಧ不受理についての訴ু 82
ྫ̕　 ϋンηン病国家賠償訴ু 83
ྫ10　外国人地方参政権訴ু 83
ྫ11　国立マンション訴ু 84
ྫ12　「れられる権利」をめぐる訴ু 85
ྫ13　非出子相続分差別違憲判決 86
ྫ14　マクリーン事件 88

Check ポイント　学習内容に関する問いをふま
え，自分なりのえを୳っていこう。

判例　過去の事件において，裁判でどのような判断がな
されたのかを理解しよう。

　本文のキーワードについて，その背景も
ふくめて深く学ぼう。

ハッシュタグ　本文と関連の深いできごとや社会問題に
ついて，理解を深めよう。

原典資料　思家の文ষに৮れてみよう。
Active Learning  学習のまとめや，さらに考察を深
めるための課題として活用しよう。

4 く͡

く͡



本ॻの活用に͚て

ୈ̏ฤɹ現代のຽओ政࣏と社会ࢀը

第１ষ　民主政治の成立と課
　　　　１　自由民主主義の成立と危機 ʜʜʜʜʜʜʜ 90

　　　　̎　現代の自由民主主義と課題 ʜʜʜʜʜʜʜ 92

　　　　̏　世論の形成と民主社会 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 96

　　　　４　政治参加と主権者（有権者） ʜʜʜʜʜʜ 99

　　　　̑　選ڍと政党 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 101

  

第２ষ　日本の政治機構
　　　　１　国会の役割としくみ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 104

　　　　̎　内閣と行政機関 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 106

　　　　̏　裁判所の役割としくみ ʜʜʜʜʜʜʜʜ 109

　　　　４　市民生活と࢘法参加 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 111

　　　　̑　地方自治と住民の生活 ʜʜʜʜʜʜʜʜ 114

第３ষ　国際政治のし͘みと役割
　　　　１　国際政治の成り立ち ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 118

　　　　̎　国際連合の設立とその役割 ʜʜʜʜʜʜ 120

　　　　̏　ྫྷ戦とそのऴᖼ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 124

縮と安全保障 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ܉　４　　　　 126

　　　　̑　リージョナリズム ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 128

　　　　̒　グローバル化と国家 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 130

第４ষ　国際政治の現ঢ়と課
　　　　１　現代のฆ争 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 132

　　　　̎　多文化・多民族社会に向けて ʜʜʜʜ 135

　　　　̏　移民と難民 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 137

　　　　４　日本の戦後外交と課題 ʜʜʜʜʜʜʜʜ 140

ୈ̐ฤɹ現代の経済社会と国ຽ生活

第１ষ　私たちと経済活動
　　　　１　私たちと経済 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 144

　　　　̎　仕事と社会 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 147

　　　　̏　国民経済とGDP ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 150

 第２ষ　経済社会のし͘みと役割
　　　　１　社会のしくみとしての市場 ʜʜʜʜʜʜ 152

　　　　̎　市場の機能 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 154

　　　　̏　市場の限界 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 158

　　　　４　金融とそのはたらき ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 160

　　　　̑　財政とそのはたらき ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 162

　　　　̒　現代の企業 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 166

　　　　̓　労働問題 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 170

　　　　８　社会保障の役割 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 172

　　　　̕　少子高齢化と財政の維持可能性 ʜʜʜ 174

第３ষ　国際経済の現ঢ়と課
　　　　１　国際取り引きと国際収支 ʜʜʜʜʜʜʜ 176

　　　　̎　自由貿易とグローバル化ʜʜʜʜʜʜ 178

　　　　̏　国際経済のこれからʜʜʜʜʜʜʜʜ 182

ୈ̑ฤɹ持ଓՄな社会をͭくる

TIFNF1　人間は人工知能（̖̞）と

どのように共存すればよいかʁ ʜʜʜʜ 188

TIFNF�　何のために環境を守るのかʁ ʜʜʜʜʜ 192

TIFNF�　৯料と水資源の配分をどう考えるかʁ 196

TIFNF4　少子高齢化と社会保障の問題を考える 200

TIFNF�　地域とつながり，地域に生きる，

地域社会との接点 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 204

4LJMM  　　 課題୳ڀのスキル

学んだことをまとめよう ʜʜʜʜʜʜʜ 206

公共File  現代社会の課題や重要なテーマについ
て，いろいろな観点から考察しよう。
インターネットを通じて，関連する情報にアクη
スしてみよう。　

二次元
コード
掲載

https://smz.ai/k1https://smz.ai/k1 https://smz.ai/k2 https://smz.ai/r1

く͡ 5



付法令集 �
　　　　日本国憲法 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 208

　　　　大日本ఇ国憲法 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 213

　　　　民法 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 213

　　　　教育基本法 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 213

　　　　労働基準法 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 214

　　　　労働組合法 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 215

　　　　男女雇用機会均等法 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 215

　　　　男女共同参画社会基本法 ʜʜʜʜʜʜʜʜ 215

　　　　環境基本法 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 216

　　　　消費者基本法ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 216

　　　　国際連合憲ষʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 217

　　　　世界人権宣言ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 217

Ԥ文ུ語一ཡ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 218

さくいん ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 219

�一ཡ

ୈ̍ฤ
公共FJMFᶃ　職業の選択とライフコース ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 32

公共FJMFᶄ　伝統ܳ能と日本的なඒ意識 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 33

公共FJMFᶅ　思考実験ʵあなたはどう考えるか ʜʜʜʜʜ 37

公共FJMFᶆ　代理出産を認めるべきか ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 42

公共FJMFᶇ　環境を守るために何ができるか ʜʜʜʜʜʜ 43

公共FJMFᶈ　対の意義ʕ思家の対に学ぶ ʜʜʜʜʜ 61

ୈ̎ฤ
公共FJMFᶉ　法の意義と役割 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 66

公共FJMFᶊ　憲法改正について考えよう ʜʜʜʜʜʜʜʜ 71

公共FJMFᶋ　多様化する社会の人権ᶃ

政教分と信教の自由について考えよう ʜʜʜ 78

公共FJMFᶌ　多様化する社会の人権ᶄ

ジェンダー平等について考えよう ʜʜʜʜʜ 79

公共FJMFᶍ　多様化する家族について考えよう ʜʜʜʜʜ 86

ୈ̏ฤ
公共FJMFᶎ　世界の政治制度 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 94

公共FJMFᶏ　情報モラルについて考えよう ʜʜʜʜʜʜʜ 98

公共FJMFᶐ　選ڍに行こうʂ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ103

公共FJMFᶑ　ܐേ・ߋ生とܐࢮ制度

ʵ裁判員裁判に向かう前にʵ ʜʜʜʜʜʜ113

公共FJMFᶒ　外国人住民の多い街 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ117

公共FJMFᶓ　国際連合の主要機関と課題 ʜʜʜʜʜʜʜ122

公共FJMFᶔ　パレスチナ問題について考えよう ʜʜʜʜ134

公共FJMFᶕ　難民問題ʵ事例から考えるʵ ʜʜʜʜʜʜ139

公共FJMFᶖ　原രの記Աとその継ঝ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ142

ୈ̐ฤ
公共FJMFᾛ　消費者の権利と責任 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ146

公共FJMFᾦ　「学び」の力ʵ教育と経済ʵ ʜʜʜʜʜʜʜ149

公共FJMFᾧ　需要曲線・供給曲線 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ156

公共FJMFᾨ　経済を考える視点ʵ市場経済の歴史ʵ ʜʜ157

公共FJMFᾩ　日本経済のあゆみ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ164

公共FJMFᾪ　もしも会社をつくるなら ʜʜʜʜʜʜʜʜ168

公共FJMFᾫ　公害の防止と環境保全 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ169

公共FJMFᾬ　外国為替相場と円高・円安 ʜʜʜʜʜʜʜ179

公共FJMFᾭ　国際経済と新興国ʵ中国とインド ʜʜʜʜ 184

公共FJMFᾮ　限りある資源とエネルギー

ʵ持続可能な社会のためにʵ ʜʜʜʜʜʜ185

6 く͡



5

10

15

20

25

30

14 第 1 編 ެ共の൶をͻΒく

　　　　　　　　　　　私たちの誰もが，Ӊの始まりやその果てにつ
いて不思議に思ったことがあるだろう。そして，

そのようなڻきに打たれている自分自身がṖ
なぞ

となることも，しばしば経
験されるだろう。「自然とは何か」「自己とは何か」「どのように生きる
のが善

よ
いのか」といった問いに対して，人間はݹ来，ਆを物語ること

でえようとしてきた。
　　　　　　　　　　　それに対し，紀元前6世紀ごろのギリシャで，

自વֶ者とݺばれる，より合理的な思考を行
う人びとが現れた。൴らは，万物がそこから生じ，そこへと消

しょう
໓
めつ

してい
くࠜ

こん
ݯ
げん
（ア

arch⒔
ルケー）を求めたといわれる。

　自然学のとされるタ
Thal⒔s
レスは「万物の根源は水である」と主張し，

数学の歴史にも名を残すϐ
Pythagoras
ュタΰラスは，数を根源と考えた。自然学

者の中には，ポリス（都市国家）に政治的提言をしたり，法律をつくった
りする政治的指導者もいた。たとえば，「万物の根源は火である」とし
たϔ

H⒔rakleitos
ラクレイトスは，ສのཧ๏であるロ

logos
ΰスにௌ

き
き従うべきである

と説いたが，その主張は，人びとがそれぞれの私的な思いによって生き
ていることに対する批判と表ཪ一体であった。

　 �自વֶの展開　万物について，Τ
&mpedokl⒔s
ンペドクレスは，水・ۭ気・火・土

の四つの元素がѪによる結合としみによる分
ぶん


り

を繰り返すと説いた。
ア

Anaxagoras
ナクサΰラスはᕒ

こん
然
ぜん

一体であった万物が知性によって分したと主張
し，デ

D⒔mokritos
Ϟクリトスら原子論者は，原子の

り
合
ごう

集
しゅう

ࢄ
さん

によって万物が成り立
っていると考えた。

　　　　　　　　　　　ギリシャ世界が発展し，他民族との交流がん
になるにつれて，ギリシャ人たちは互いの道ಙ

規
き

範
はん

のちがいに出会う一方で，アテネなど主要なポリスでは民主主義が
成立し，人を説得することが大いに求められるようになった。
　このような中で，主要なポリスでは，ι

Sophist⒔s
フィストとݺばれる人びとが

ഐ
はい

出
しゅつ

した。ソフィストは੨年たちにห
ㆹん

ろん
ज़
じゅつ

を教え，政治的ಙを身につけ
させることを約束するなど，職業的教ࢣの一面をもっていた。
　初めて自らソフィストと名乗ったプ

Pr⒕tagoras
ロタΰラスは，「人間は万物の尺

しゃく

度
ど

である」という相対主義的な考えを説き，ΰ
Gorgias
ルΪアスは弁論術をۦ

く
使
し

して，時に逆説的な議論を展開した。

大͍なるṖにରして

自વֶ者のొ場

前624ʁʙ前546ʁ

前570ʁ
▶1

前500ʁ
にΰスにΰスにΰスΰスΰスΰス

前492ʁʙ前432ʁ

前500ʁʙ前428ʁ

前420ʁ

ιϑΟεトたち

■1

前494ʁʙ前424ʁ

前485ʁʙ前375ʁ

　　　　　　　　　　　私たちの誰もが，Ӊの始まりやその果てにつ

そのようなڻきに打たれている自分自身が
験されるだろう。「自然とは何か」「自己とは何か」「どのように生きる
のが
でえようとしてきた。

大͍なるṖにରして大͍なるṖにରして

CheckポイントCheckポイント

のΪリلલ�世ݩل　　
γϟで，ֶというӦみ
が࢝まった。ֶとはど
のようなものであり，ま
たどのように展։してい
ったのだろうか。

■1 アςωのアクロϙリス
　（ギリγϟ）
■アςωのアクロϙリスアςωのアクロϙリスアςωのアクロϙリスアςωのアクロϙリスアςωのアクロϙリスアςωのアクロϙリスアςωのアクロϙリスアςωのアクロϙリスアςωのアクロϙリスアςωのアクロϙリスアςωのアクロϙリス■アςωのアクロϙリスアςωのアクロϙリスアςωのアクロϙリスアςωのアクロϙリスアςωのアクロϙリスアςωのアクロϙリスアςωのアクロϙリスアςωのアクロϙリスアςωのアクロϙリスアςωのアクロϙリス

3　ֶのݯ࢝とൃల�ーΪϦγϟࢥ
第 1 章　ެڞ的なۭ間をつくる私たち

▶1　自વֶ者ͨͪ
　アナクシマンドロス

（前610ʁʙ前540ʁ）は，
アルケーをແ限なもので
あると考え，アナクシメ
ネス（前546ʁ）はۭؾで
あると主張した。

二次元
コード
掲載

https://smz.ai/k1 https://smz.ai/k2 https://smz.ai/r1



■3 「ιクϥςスのࢮ」　（μϰΟッドච，メトロポリタンඒ術ؗଂ）
　ιΫラςスの対はアςネのଟくの੨年たちをऒ

ひ
きつけるが，政࣏家など有力者の反ײをかい，

のථܐࢮ，にかけられࡋ発されてࠂ
ひょう
ܾ
けつ
を受ける。ಀをקめる༑人もいたが，ιΫラςスは

ಀをෆ正であるとしてୀ
しりぞ
け，ࠈ中でࢮܐする。

5
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　　　　　　　　　　　ソフィストたちが活༂するアテネにొ場したの
が，ι

S⒕krat⒔s
クラテスだった。ソクラテスには，ソフ

ィストの一人と見なしうる側面もあった。しかしソクラテスは，ࣗが
ળඒのことがΒにͭいて，ͦれΒがいったいԿであるのかをΒないこ
とを֮ࣗしていた（無の）。この自覚によって，ソクラテスは神のみ
が知者であり，人間の知は取るに足らないと確信し，知らないのに知っ
ていると思う最大の無知から，人びとを解放しようとした。
　そのためにソクラテスが行ったのが，「ಙとは何であるか」を୳ڀす
るରである。ソクラテスにおいては，無知の自覚は，少しでも深く理
解したいというのѪ（フ

philosophia
ィロιフィア）と一体化しているのである。

　こうしてソクラテスは，知を重んじる主知主義的態度をもって，ࠢを
より善くするというࠢの配ྀを，アテネの人びとにק

㆙㆙
めた。ಙをめぐ

って対することが人間にとって最大の善であり，「たͩ生͖る͜とͰ
ͳ͘てળ͘生͖る͜とが大事ͳのͩ」という考えが，ソクラテスにあ
ったからである。

のѪ
ιクϥςε

■2

。この自覚によって，ソクラテスは神のみ）。この自覚によって，ソクラテスは神のみ）。この自覚によって，ソクラテスは神のみ。この自覚によって，ソクラテスは神のみ。この自覚によって，ソクラテスは神のみ

▶2

▶3

ྙ
ཧ
త
主
体
と
し
て
の
私
た
ち

ྙ
ཧ
త
主
体
と
し
て
の
私
た
ち

■2 �ιクϥςス（前470ʁ〜前399）�
アςネ出身の学者。ஶ書は
なく，ఋ子のプラトンらのஶ
。がうかがえるࢥからその࡞

　魂への配慮

��わたしは，アテナイ（アテネ）人諸君よ，君たちに対して，切実な愛情をい
だいている。しかし，わたしが命に従うのは，むしろ神に対してであって諸
君にではないだろう。すなわちわたしの息のつづくかぎり，わたしにそれが
できるかぎり，決して知を愛し求めることを止めないだろう。……世にもす
ぐれた人よ，君はアテナイという，知力においても，武力においても，最も
評判の高い，偉大なポリスの一員でありながら，ただ金銭を，できるだけ多
く自分のものにしたいというようなことに気をつかっていて，恥ずかしくは
ないのか。評判や地位のことは気にしても，思慮と真実には気をつかわず，
たましいをできるだけすぐれたよいものにするように，心を用いることもし
ないというのは……，� （プラトン『ソクラテスの弁明』）

■ιクϥςス（前470ʁ〜前399）

▶2　ର
　ιクラテスの対を
法，あるいは助

じょさん
産 ज़

じゅつ

ともݺぶ。

■「ιクϥςスのࢮ」　（μϰΟッドච，メトロポリタンඒ術ؗଂ）■■ 　（μϰΟッドච，メトロポリタンඒ術ؗଂ）

▶3　ϑΟロソϑΟΞ
　Ϊリシϟޠで「ֶ」
を意味する。



とはԿかݧ࣮ߟࢥ

ばれるものݺとݧ࣮ߟࢥ，来，学者たちはݹ　
を時に用いて思

し

索
さく

を深めてきた。思考実験とは，
ありそうもない状況を設定して，そのような状況
下で人がどのように考え，どのように行為をする
かを考察する思考方法の一つである。
　学者たちがありそうもない状況を設定して考
えるのは，そうすることで問題の論点がより鮮

せん

明
めい

になるからである。何が問題なのかをよりはっき
りと理解できれば，現実のさまざまな問題を考察
するのにも役立つだろうと期待できるのだ。
　以下，思考実験の例を示してみよう。


�	ݧ࣮ߟࢥᴷᴷਫ
すい

૧
そう

のதの

　ある人が交通事故にૺ
あ

ったが，医
い

療
りょう

技術の進歩
のおかげで，脳だけは助かった。その脳は，特घ
な培

ばい

養
よう

ӷ
えき

の入った水૧に入れられていて，脳が必
要とするࢎ素や栄養分はそこから補

ほ

充
じゅう

される。
　また，脳は感覚ثと同様の働きをする受容ث
にܨ

つな

がれていて，それを通してさまざまな感覚情
報が入力される。その入力された情報は，身体の
ある人間が感覚ثを通して得られる「リアルな」
ものとまったく変わらない。そのため，その脳は，
そういった「感覚」情報をもとにして，ந

ちゅう


しょう

的に
思考することも可能だ。さらに，そうした思考を
外部に伝達することも可能となっている。
　このような状況にؕ

おちい

ったとしても，その脳は，
交通事故にૺう前の脳とまったく変わらないのだ
ろうか。私たちが見たりௌ

き

いたりする感覚や，人
びととともにتんだり൵しんだりする経験は，脳
の中の電気信߸にほかならないのだろうか。それ

とも，それ以上のものなのだろうか。脳や身体，
そして心はどのように関係しているのだろうか。
そもそも人間とは何なのだろう。 ᴷᴷこの思考
実験は，より深い問いへと私たちを༠

いざな

っている。


�	ݧ࣮ࢥʕʕਫ૧のதのたͪのܾ定

　思考実験(1)の設定を少し変えてみよう。
　科学技術の進歩により，水૧の中の脳の数は増
え，長期にわたって生存できるようになっていた。
そのような脳たちに࿕

ろう

報
ほう

がもたらされた。再生さ
れた身体にもどることが可能だというのである。
いくつかの脳たちがその可能性に大いに期待をよ
せ，何としても身体を取りもどしたいと望んだ。
　しかし，脳と身体との再結合にはല

ばく

大
だい

なコスト
がかかるため，一つの脳を身体にもどすためには，
五つの脳の機能を（停

てい

止
し

させる必要はないが）低下
させなければならない。
　この場合，以下の二つの選択肢

し

が考えられる。
１)　いかなる脳も身体との再結合をしない。
̎)　一つの脳を選んで，五つの脳の機能を低下
させる。
　1)を選んだ場合は，すべての脳は対等に扱われ
ることになるが，身体と再結合したいという，い
くつかの脳の望みを断念させることになる。
　2)を選んだ場合は，少なくとも一つの脳は望み
通り身体との再結合を果たすが，それ以外の五つ
の脳の機能が低下する。水૧の中の脳たちは，ど
のような決定を下すべきなのだろうか。

る͑ߟを௨ͯ͠よりਂくݧ࣮ߟࢥ

　上の設定に加えて，機能の低下とはどの程度な
のか，一つの脳が身体と再結合してできた「人間」
はどうなるのか，などについて，よりࡉかく設定
することもできるだろう。そうすることで事がら
の論点がより明確になるならば，それは興味深い
試みとなるはずだ。その思考実験を通して，私た
ちがもっと深く考えるきっかけとなるからである。
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　　　　　　　　　　　人間は生まれ，成長し，やがてい，病
やまい

にかか
り，ࢮんでいく。その過程のほとんどすべてに

医
い

療
りょう

技術が関わっている。医療技術のඈ
ひ

༂
やく

的な進歩によって，少なくと
も先進国では，生まれ育つのに困難だった命が助けられるようになり，
人間はかつてないほど健康で長

ちょう
寿
じゅ

になった。科学技術は，人間の「でき
る」ことを増やした。だが，同時にさまざまな問題も生じている。
　子どもを切

せつ
望
ぼう

するカップルは，生
せい

৩
しょく

補
ほ

助
じょ

医療として人工त
じゅ

ਫ਼
せい

や体外受
ਫ਼を試みる。理出産が法的に認められている国もある。だが，人工त
ਫ਼や代理出産によって生まれた子どもをめぐって親子関係が複雑化した
り，出自をる権利を認めるべきかどうかが議論されている。
　1994年にカイロで開

かいさい
された国際人口開発会議で，女性の権利（リプ࠵

ロ
Reproductive Rights

ダクティϰʖライツ）として，人工
にん

৷
しん

中絶が認められた。しかし，
反対論も根づよくある。現代では，障がいやҨ

い
伝
ㆧん

病の有無などを調べる
ため，受

じゅ
ਫ਼
せい

ཛ
らん

の段階で出生લ
しん
அ
だん

が行われることがある。また，Ҩ伝子
ૢ作技術の進展によって，重いҨ伝病にかからないようにしたり，親が
望するҨ伝子を組み込んだ「デザイナーʖϕイビー」を生み出すことر
も可能となっている。しかし，こうした状況には，親にとって望ましい
子どものみを受け入れる「生命の選別」につながる恐れがある。
　　　　　　　　　　　日本では1997年にଁ

ぞう
ث
き
移
い
২
しょく
法
ほう

が成立した。脳
のう

ࢮ
し

と判定された人からのଁث提供が可能とな 
り，それまで回復する見込みのなかった病気が治るようになった。脳ࢮ
の判定にはݫ

げん
格
かく

な基準と手順が定められ，2009年にଁث移২法が改正
されてଁث提供の機会は増えているが，提供されるଁثは不足している。
　事故や病気により失われた機能を取りもどす再生ҩྍの発展もめざま

ҩྍ技術の進歩と
ͦの題

▶1

（ p.42）

▶2

▶3

をΊ͙るྍ࣏とࢮ
題 ▶4

■1

� 　（2000年　新ׁ県）　（2000年　新ׁ県）　（2000年　新ׁ県）　（2000年　新ׁ県）　（2000年　新ׁ県）　（2000年　新ׁ県）　（2000年　新ׁ県）
■2 �クローϯٕज़によͬͯੜ·れた༽ドリ

ーとそのϘニー（1998年　イギリス）

　　　　　　　　　　　人間は生まれ，成長し，やがてい，

医
い

も先進国では，生まれ育つのに困難だった命が助けられるようになり，
人間はかつてないほど健康で
る」ことを増やした。だが，同時にさまざまな問題も生じている。

CheckポイントCheckポイント

　　生໋をめぐって生͡
ているさまざまなྙཧ的
問題と，それに対する考
えํにはどのようなもの
があるのか，ֶΜでいこ
う。
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二次元
コード
掲載

▶1　ϕビー̢݅ࣄ
　1986年，アメリカのニ
ϡージϟージーभで，代
理が契約にし，産ん
だ赤んをґ

い
པ
らい

主の࠺
に引きすことをڋ൱し
たベビー̢事݅がىきた。

▶2　人৷தઈのੋ非
　とくにアメリカでは，
人工৷தઈのੋ非は，
ঁ性の権利やफ教上のྙ
理との関連で政࣏問題と
なっている。

▶3　Ҩ࡞ૢࢠ技術
　個人のҨใに基づ
いて，そのױ者に有ޮな
療をするテーラーメイ࣏
ド医療（個別化医療）が
期されている。

▶4　ࢮ
　ࢮとは，װをふく
む全の機能が不

ふ
Մ
か

ٯ
ぎゃく

的
てき

にఀ止した状態である。
移২法の成立によっثଁ
て，ଁث移২のためにଁ
をఠث

てき
出
しゅつ

する場合にかぎ
り，ࢮが人のࢮとೝめ
られるようになった。

▶5　クローンɼΩϝϥ
　ແ性的生৩によって生
じた，Ҩ的に同一のά
ループの個体をクローン
という。また，Ҩ的に
ҟなったࡉ๔組織からな
る一個体をΩメラという。

https://smz.ai/k1 https://smz.ai/k2 https://smz.ai/r1
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しく，&4ࡉ๔（ᡢ
はい
ੑ
せい
װ
かん
ࡉ
さい
๔
ぼう

）やJ14ࡉ๔（人多ੑࡉװ๔）の։ൃによっ
て，特定のػをࡉͭ࣋๔を࡞することがՄになった。しかし，こ
のように人間の発生に関わる技術の発達は，クローンやキメラなどの作
製を可能にするものでもある。
　また，生命の維

い
持
じ

や延
えん

命
めい

のための医療技術が進展するなかで，どのよ
うにࢮをܴえるのかが議論されている。たとえば，生命のଚݫ（

Sanctity of Life
40-）

という立場に基づいて，どんな状況でも延命ા
そ

置
ち

を続けるべきなのか。
それとも，生命の （࣭

2uality of Life
20-）という立場に基づいて，ױ者のر望する生

活を可能にする治療が望ましいのか。終
しゅう

まつ
ظ
き
ҩྍの場面においては，治

療（キュア）から護（ケア）に重点を移し，できるだけױ者の苦௧を取り
除き，自然なࢮをもたらす医療が重視されることも多い。さらに，ଚݫ
が法制化されている国ࢮを望む人もいる。Φランダなど安ָࢮや安ָࢮ
もある一方，日本では安ָࢮを法制化するかどうか議論が分かれている。
　治療やࢮをめぐるさまざまなྙ理的問題において，私たちはどのよう
な基準にしたがって判断すべきなのだろうか。
　　　　　　　　　　　どのような治療やࢮを望むのか，自分の意思を

あらかじめ書面で示すことをリϰィングʖウィ
ルという。この背景には，医ࢣから納得のいく説明を受けたうえで，治
療の方針や方法を決定するのはױ者本人であるとする自ݾ決定権のߟえ
ํがあるɻこれは，ϛϧのࣗ༝にͭいてのࢥにͮجくものである。
　しかし，人間は一人で生きているわけではなく，すべての問題を自己
決定によって解決できるともかぎらない。他者との関わりを考

こう
慮
りょ

した場
合，自分の選択によって影響を受ける人びとにとって，よりよい結果と
なることを求める功利主義的な考え方が有効である場合もある。
　他方で，どんな場合でも，人格を手段としてのみならず目的として扱
うという，カントの義務論に基づいた人間のଚݫを強調する考え方もあ
る。人は੬

㇂ろ
く，յ

こわ
れやすい存在であるからこそ，かけがえのなさという

ଚݫはより重視されるべきだとも考えられる。

■3

て，特定のػをࡉͭ࣋๔を࡞することがՄになったて，特定のػをࡉͭ࣋๔を࡞することがՄになったて，特定のػをࡉͭ࣋๔を࡞することがՄになった ①

■2

▶5

■4

▶�

自己ܾఆ権と
ଚݫをΊ͙る題

ํがあるɻこれは，ϛϧのࣗ༝にͭいてのࢥにͮجくものであるํがあるɻこれは，ϛϧのࣗ༝にͭいてのࢥにͮجくものであるํがあるɻこれは，ϛϧのࣗ༝にͭいてのࢥにͮجくものである ②

医　師医　師医　師

薬剤師薬剤師薬剤師

情報交換情報交換情報交換 情報交換情報交換情報交換

情報交換情報交換情報交換

看護活動看護活動看護活動看護活動看護活動看護活動看護活動看護活動看護活動

調剤・調剤・調剤・調剤・調剤・調剤・調剤・調剤・調剤・
服薬指導・服薬指導・服薬指導・服薬指導・服薬指導・服薬指導・服薬指導・服薬指導・服薬指導・
薬歴管理・薬歴管理・薬歴管理・薬歴管理・薬歴管理・薬歴管理・薬歴管理・薬歴管理・薬歴管理・
モニタリングモニタリングモニタリングモニタリングモニタリングモニタリングモニタリングモニタリングモニタリング

診断・診断・診断・診断・診断・診断・診断・診断・診断・診断・診断・診断・
治療・治療・治療・
処方せん発行処方せん発行処方せん発行処方せん発行処方せん発行処方せん発行処方せん発行処方せん発行処方せん発行処方せん発行処方せん発行処方せん発行

患者さん患者さん患者さん
看護師看護師看護師

細胞細胞細胞

体性幹細胞体性幹細胞体性幹細胞

細胞細胞細胞
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■3 　๔ࡉがすすΉ三つのஈ֊のڀݚੜҩྍで࠶ ■4「護」をॏࢹするチームҩྍ
にภ「ྍ࣏」

かたよ
るのではなく，ױ

者の「生活の࣭」にྀしたద
なコϛϡχέーγϣンがٻめ
られる。
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▶�　ଚࢮݫɼָ҆ࢮ
　ଚࢮݫは，ױ者本人の
意思に基づき意図的にࢮ
期をૣめてۤ௧からղ放
する安ָࢮと類

るい
ࣅ
じ

してい
る。しかし，க

ち し
ༀの投ࢮ

与などを行う積ۃ的安ָ
は生໋ࢮݫに対し，ଚࢮ
維持࣏療を߇

ひか
えたりத止

する消ۃ的安ָࢮに近い。
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環境のղܾに͚ͯ

　地球環境を守るためには，グローバルな視点に
立って議論し，国際的な合意や取り決めを形成す
ることが不

ふ

可
か

欠
けつ

だが，他方で，私たち一人ひとり
がふだんの生活や行動様式を見直し，身近な地域
で具体的な行動をとることも重要である。
　たとえば，さまざまな容ثやแ

ほう


そう

，ϖットϘト
ルなどに使われているプラスチックは，その多く
が使いࣺてにされており，毎年800万トン以上の
プラスチックごみが海に流れ込んでいると推

すい

計
けい

さ
れている。の力やࢵ

し

外
がい

線
せん

によってࡉかくࡅ
くだ

けた
マイクロプラスチックは，自然に分解されること
なく蓄

ちく

積
せき

していくため，魚や海鳥がޡ
ご

ҿ
いん

するなど
の被害のほか，৯物連

れん


さ

を通じて人間の体内にも
蓄積しないかݒ

け

念
ねん

されている。
　こうした問題の解決に向けては，一人ひとりが
ごみの分別をప

てっ

ఈ
てい

し，リサイクルを行うだけでな
く，プラスチックの使用自体を減らすことが求め
られる。

環境と社会をकるফඅߦಈ

　1980年代のイギリスで始まったグリーン-コン
シューマーӡ動は，環境に配慮した消費行動をと

（ p.193）

▶1

▶2

り，省エネ効
こう

率
りつ

が高い商品や環境保護に積ۃ的な
企業の製品を選ぶことで，環境保護に貢

こう

献
けん

しよう
とするものである。
　近年では，自然環境だけでなく，人間や社会に
も配慮し，生産と消費がྙ理的に行われることを
めざすΤシカル消費（ྙ理的消費）が提

てい

এ
しょう

されてお
り，下の資料のような取り組みが行われている。
　人間や社会や自然環境に配慮した行動は，商品
の購

こう

入
にゅう

に限らず，さまざまな形で実行に移すこと
ができるものである。࣋ଓՄ能ͳ社会のために，
自分にできることを考え，身近なところから実ફ
してみよう。
▶1�　Ϛイクロプラスνックは，有な化学物質をٵ

きゅうちゃく
ணし

やすい性質を持つといわれるが，現段階では，人体や
を示すデータがे分でないとの見ղもあڹへのӨ߁݈
る。

▶̎�　近年では，スーύーのレジାを有料化したり，スト
ローにプラスνックを使わないようにしたりするなど
の取り組みが行われるようになっている。

▶̏�　「持ଓՄ能な開発目標」（SDGs）は，目標12（つくる責
任  つかう責任）のなかで，「持ଓՄ能な消費と生産の
ύターンを確保する」ことをうたっており，Τシカル
消費はこの目標に関連する取り組みと考えられてい
る。日本でも，消費者ிがத৺となり，Τシカル消費
のී

ふ
ٴ
きゅう

ܒ・
けい

発
はつ

にけた活動を行っている。

▶3

（ p.194）
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　自分の消費行動をɼҎ下の取り組みと͘Βてみようɻ
▶発展途上国の製品を適

てき
正
せい
な価格で購

こう
入
にゅう
することで，途上国の生産

者の経済的な自立や自然環境の保護を支
し
援
えん
する（フェアトレード）。

▶被
ひ
災
さい
地
ち
でつくられた特産品を購入し，経済復興を支援する。

▶福祉施設でつくられた製品を購入し，障がい者の自立を支援する。
▶地元の産品を購入することで地域の経済を支援し，輸送に費やす
エネルギーを削減する。
▶食べ残し（食品ロス）を減らしたり，余っている食品を福祉施設に
寄付したりする。
▶買い物の際にはマイバッグを持参する。ペットボトルの代わりに
マイボトル（水筒）を携

けい
帯
たい
する。

ΤγカϧফඅのऔΓΈ

 ‐�消費ݶظのۙい͔Βങ͏͜とを 
（省提供ڥ環）　ͼ͔けるϙスターݺ

第2ষ ެ共తなۭ間に͓͚る人間
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　　　　　　　　　　　第二次世界大戦は，歴史上もっとも多くの地域
で多くの人びとがࢮইした戦争である。この戦

争では，戦ಆ員である܉人だけでなく，多くの一般市民が戦争のࢂ
さん

Ւ
か

に
き込まれた。日本では，ԭר

おきなわ
ೄ戦や本土へのۭऻ，広島・長࡚への原子

ര投下により多くの人びとが亡
な

くなった。また，日本が৵
しん

ུ
りゃく

を進めた
アジア地域でも，多数の人びとが٘

ぎ
ਜ਼
せい

となった。日本国民はこの戦争に
対する反省から，日本国憲法では前文にܝ

かか
げるฏ和主義を9条でప

てってい
ఈさ

せ，世界中の人びとが平和のうちに生存する権利（ฏ和的生ଘ権）を明記
し，߃

こう
ٱ
きゅう

の平和をめざす決意を表明している。
　　　　　　　　　　　憲法9条は，ઓ争の์

ほう
غ
き

を明記し，「国権の発
はつ

動
どう
たるઓ争と，ྗによるҖ

い
֣
かく

ຢはྗの行
こう

し

は，国際ฆ
ふんそう

争を解決する手段としては，Ӭٱに͜Εを์غする」（１項）
としている。さらに，戦争の放棄をより確かなものにするために，「

ւۭͦ܉のଞのઓྗ」をもたないこと，さらに，国の
交ઓ権（外国と戦争する権利）をೝめͳ͍とした（̎項）。

　ㅦ�自衛ୂの生　第二次世界大戦後，ถソྫྷ戦がはじま

るなかで，1950年にேઓ争がຄ
ぼっぱつ

発すると，連合国の
占
せん

領
りょう

下にあった日本政府は，G)2の指示によってܯ
予උୂを創設した。翌年，日本はサンフランシスコฏ
和約により主権（独立）を回復したが，同時にక

ていけつ
結さ

れた日ถ安શ保障約により，その後もアメリカ܉が
ற
ちゅうりゅう

留することになった。独立回復後の52年にܯ察予備
ୂは保安ୂに改組された。朝鮮戦争は53年に休戦とな
ったが，翌年には「日本国とアメリカ合衆国との間の
相互防衛援助協定」（M4A協定）がక結され，日ถが防
衛力の発展・維

い じ
持に寄

き よ
与するとともに，日本も防衛能

力を増強することを約束した。
これをうけて衛ிをઃஔし，
ւۭの自衛ୂが発足した。

ฏओ義

（ p.142）

▶1

๏�と҆શ保障ݑ

（ p.124）

（ p.119）

（ p.140）

72 第 2 編 جຊత人ݖのଚॏと๏

2　ฏओٛと国際社会
第 2 章　人ݖのଚ重と日本国ݑ๏

　ㅦ�

としている。さらに，戦争の放棄をより確かなものにするために，「

1950年
（警察予備隊発足）
吉田首相の参議
院答弁

警察予備隊の目的はまったく治安
維持にある。それが，再軍備の目
的であるとかはすべてあたらない。
したがってそれは軍隊ではない。

1954年
（自衛隊発足）
自衛隊について
の政府統一見解
（鳩山内閣）

９条は，独立国としてわが国が自
衛権をもつことを認めている。し
たがって，自衛隊のような自衛の
ための任務を有し，かつその目的
のため必要相当な範囲の実力部隊
を設けることは，なんら憲法に違
反するものではない。

1972年
「戦力」に関する
政府統一見解（田
中内閣）

憲法９条２項が禁じている戦力と
は，自衛のための最小限度をこえ
る実力組織をいうのであって，そ
れ以下の実力の保持は，同条項に
よって禁じられてはいない。

1981年
集団的自衛権と
憲法に関する政
府統一見解
（鈴木内閣）

憲法９条の下において許容されて
いる自衛権の行使は，わが国を防
衛するため必要最小限度の範囲に
とどまるべきものであると解釈し
ており，集団的自衛権を行使する
ことは，その範囲をこえるもので
あって，憲法上許されないと考え
ている。

2014年
集団的自衛権行
使を容認する閣
議決定
（安倍内閣）

わが国と密接な関係にある他国に
対する武力攻撃が発生し，これに
よりわが国の存立がおびやかされ
る明白な危険がある場合，他に適
当な手段がないときに，必要最小
限度の実力を行使することは憲法
上許容される。

■2 　࿅܇༧උୂのバζーカ๒ܯ
を࣋安ҡ࣏予備ୂは日本国内のܯ�　
目的につくられた。

　　　　　　　　　　　第二次世界大戦は，歴史上もっとも多くの地域

争では，戦ಆ員である܉人だけでなく，多くの一般市民が戦争の
，き込まれた。日本ではר
ര投下により多くの人びとが
アジア地域でも，多数の人びとが

CheckポイントCheckポイント

　　日本国ݑ๏のฏओ
ٛはどのように۩体化さ
れているのだろうかʁ

▶1　ฏ的生ଘݖ
ාとܽから໔ڪ」　

ま͵
かれ，

平のうちに生存する権
利」で，ශ

ひんこん
困やٌ

き が
ծのղ

決など，国民が議論を積
み重ねて実現していくべ
き国の目標にとどまる。
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　　　　　　　　　　　憲法9条2項は「戦力」の保持を禁止し
ている（ઓྗ不保࣋）が，自衛ୂが憲法

9条2項の戦力にあたるかどうかが論点となり，長く議論されて
きた。日本政府による戦力の定義は，自衛のための「必要最小
限度をこえる実力」であり，自衛ୂは自衛のための「必要最小
限度の実力」（1954年ോ山内閣の見解）を保持するものであるた
め，9条にいうところの海ۭ܉，その他の戦力，力のいず
れにもあたらないと解ऍされている。自衛ୂの合

ごうけん
憲 ・ 違

い
憲
けん

につ
いては，長পナイキ基地訴ু，恵

え
庭
にわ

事件などで争われてきたが，
これまで最高裁が確定的な判断をしたことはない。
　自衛ୂは文

ぶんみん
民である首相の指ش下におかれ（จ民統制ɼシ

civilian control
ビリアン-コ

ントロール），܉事的行動については相手に対するܸ߈を禁じ，「ઐ
せんしゅぼう
守

衛
えい

」に限るとされている。自衛権に関するこれまでの政府の憲法解ऍは，
「わが国に対する急

きゅう
ഭ
はく

不正の৵害がある場合」に個別的自衛権を行使で
きるが，「集団的自衛権の行使は憲法上許されない」（1972年参議院提
出資料）というものであった。しかし，2014年に「わが国またはわが国
と密

みっせつ
接な関係にある他国に対する力ܸ߈が発生し，これによりわが国

の存立が脅
おびや

かされ，国民の生命，自由および福求の権利が根ఈから
෴
くつがえ

される明നな危険がある場合」に限り，集団的自衛権の行使を認めた。
この変ߋに応じて，政府は2015年に安શ保障関࿈法を成立させた。し
かし，この法律に反対する世

よ
論
ろん

も大きかった。

　ㅦ�国際ฏ和の࣮現　戦後，世界平和の実現をめざし，国内外で議論が

行われた。しかし，各国は利害関係による力িಥや戦争を繰り返
し，平和的生存権の実現からはほどԕい。日本の平和的生存権の宣
言は，自国の基本政策としてだけではなく，人類が未来に向けてめ
ざす方向性を提

てい
示
じ

したものといえる。また，憲法の平和主義の理念
から，日本は国際的平和の実現にも取り組み，国連平和維持活動

（P,0）に自衛ୂを派遣している。

๏�と自Ӵୂݑ

■1

判例3

■4

■5

（ p.123）

内　閣
内閣総理大臣
防衛大臣

防衛副大臣

国家安全保障会議

防衛大臣政務官 防衛大臣政務官

事務次官

防衛審議官

防衛大臣秘書官

防衛大臣政策参与
（３人以内）

内部部局

統合幕僚長
統合幕僚監部

陸上幕僚長
陸上幕僚監部

海上幕僚長
海上幕僚監部

航空幕僚長
航空幕僚監部

陸上自衛隊の
部隊及び機関

海上自衛隊の
部隊及び機関

航空自衛隊の
部隊及び機関共同機関

〈文民〉

防
衛
大
学
校

防
衛
医
科
大
学
校
な
ど

防衛大臣補佐官

๏
త
主
体
と
し
て
の
私
た
ち

๏
త
主
体
と
し
て
の
私
た
ち
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個別的自衛権 集団的自衛権

A国

反撃 武力
攻撃

A国

B国

武力
攻撃反撃

長沼ナイキ基地訴訟
判例3

1969年，農林大臣が航空自衛隊の地対空ミサイル（ナイキ）基地建設のため，
北海道夕

Ώうばり
張郡長沼町の馬

ま
追
おいやま

山の「水源涵
かんよう

養保安林の指定」解除を認めた。
これに対し，住民らが自衛隊は違憲であり指定解除は違法であると訴えた。
　　　　第一審（1973年）では，自衛隊は規模・装備・能力の面からも９条
に違反しているとして原告が勝訴。第二審（1976年）は，代替施設で原告の
不利益は解消されているうえ，自衛隊の合憲・違憲問題は司法審査の対象
にならないとし，第一審の判決を取り消した。最高裁（1982年）は，原告の
上告を棄

き
却
きゃく

した。

 判決 

■3 基֦ுにٞ߅する࠭ொ（ཱݱ市）の
ॅ民　1957年の࠭事件では，日米安保条
約にもとづく米܉ற

ちゅうりゅう
ཹの合ݑ・ҧݑが૪わ

れた。最高ࡋは，றཹ米܉はݑ法̕条が禁
止しているઓ力にあたらないとした。

■6 ౦日本େࡂでٹॿにあたる
自Ӵୂ（2011年，Ӵ省資料）
　地やਫ，Րといった自
વࡂ時において，ٹॿ活動や
෮چ支援を行うなど，େきな
割を担っている。

■4 γϏリアϯ�コϯトロール（จ
民統制）

■5 個別的自Ӵݖと集ஂ的自Ӵݖ　



 79

　ঁ性の社会進ग़に͚た๏උ
　1986年施行の男女雇用機会均等法は，企業に
対して，採用や昇

しょう

進
しん

，職種の変ߋなどにおいて性
別を理由とする差別を行わない努力義務を課し
た。1997年の法改正では，「努力義務」を「禁止」
に改めるとともに，雇

こ

用
よう

の前段階における性差別
も禁止し，女性を積ۃ的にొ

とう

用
よう

するポジティブȂ
アクションやηクϋラ防止の規定をり込んだ。
さらに2006年には，৷・出産を理由とした解

かい

雇
こ

や不利益取り扱いが禁止された。
　女性の社会進出を促

そくしん

進するためには，仕事と生
活の調和（ワークライフȂバランス）が重要である。
1991年には育児・介

かい

護
ご

休業法が制定され，子育
て期や親の介護が必要になる中高年期といった人
生の各段階に応じて，多様な働き方を選択できる
制度的基盤づくりが進められた。さらに，2001
年の改正によって，育児休業などを理由とする不
利益取り扱いが禁止された。

（ p.74）

（ p.81）

日本に͓͚るঁ性の政ࢀ࣏ը
　近年の日本では，さまざまな分野での女性の活
༂がめざましいが，政治分野への進出は出れて
いるといえるだろう。衆議院における女性議員比
率は10�2�（2019年8月現在）ときわめて低い。諸
外国と比較すると，193か国中165位であり，
G20諸国で最下位となっている。
　この状況を打開するため，「政治分野における
男女共同参画の推進に関する法律」が2018年よ
り施行された。同法は，衆議院・参議院および地
方議会の選ڍにおいて，男女のީ補者の数ができ
る限り均等となることをめざすことを基本原則と
し，政党の努力義務等を定めている。
　国民が自分たちの代表を選ぶにあたっては，多
様な選択肢が設けられていることが重要である。
女性の視点が政治に反映され，これまでになかっ
た政策が行われるようになれば，多くの人にとっ
てよりらしやすい社会が実現するだろう。
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　諸外国をみると，国民構成を反映した政治が行わ
れるよう，あらかじめ議員やީ補者の一定数を女性
に割り当てる制度（クΦータ制）を採用している国も
ある。クΦータ制の導入に対しては，「国会議員は
全国民の代表であるため，女性議員が女性の代表と
なるわけではない」といった批判もある。

▶1

フランスʜ2017年の国民議会議員選ڍにお
いて，ある政党が，勝てる見込みのある選
に女性を割り当てる意思があることを۠ڍ
強調するビデΦメッηージを出した。

ˠΦンライン公募による女性ީ補者，当選者
が増加。

イΪリスʜ労働党では現職議員が引退を予定
しているなど当選の可能性の高い選۠ڍに
おいて，議員ީ補者を選出する最ऴީ補者
リストを女性に限定するというしくみを導
入。

＜てみよう͑ߟ＞
　女性枠を設定した場合，男性よりも女
性が当選しやすくなる。それは，逆差別
にはならないだろうか。

諸外国でのクオータ制導入の例

▶1　議員だけでなく，ީ補者の一定比率をঁ性にしなければならないというύターンが多い。多くの先進国では，
ީ補者をஉঁ同数にしたうえで有権者にબばせるという形がとられる。議員の一定比率をঁ性に割り当てるタイ
プのクオータ制は，主権者である国民のબの෯をڱめすぎるため違ݑとされることが多い。
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　　　　　　　　　　　1950年代から70年代までの高度経済成長や
1990年代以降のグローバル化の進展，高度情

報社会の到
とうらい

来など，日本社会の変化は日本国憲法の制定時には予でき
なかった人権保障にかかわる新たな問題をもたらした。時代とともに変
わる人権保障の課題にこたえるため，憲法13条の福求権を根

こんきょ
とڌ

して，さまざまな新し͍人権への対応が議論されている。1950年代か
らの高度経済成長期に，水

みなまた
俣病，イタイイタイ病など四大公害事݅が発

生した。これらを契
けい

機
き

として，私たちが人間らしく健康でշ適な生活を
営
いとな

むための環境を享
きょう

受
じゅ

する権利として，環境権が主張されるようになっ
た。その取り組みとして，産業公害の防止やࠀ

こくふく
，環境保護政策が推進

されている。環境権に関連する新しい人権として，日
にっ

র
しょう

権，景
けいかん

観権，
入
いりはま

権，ݏ
けんえん

Ԏ権などがある。
　　　　　　　　　　　近年では，る権利が「表現の自由」（21条）を

具体的にཪづける権利であるとともに，国や地
方自治体の保有するใの公開を要ٻする権利として確立されつつあ

る。多くの地方自治体においてใ公開例が定めら
れ，国も1999年にようやくใ公開法を制定した。一方，
2013年には特定ൿີ保護法が成立した。安全保障に関
して，国が定めた特定の機密情報（防

ぼうえい
衛，外交，スパイ

防止，テロ防止）を漏
㇂

らした公務員等にݫ
げんばつ

േを科
か

すもの
で，知る権利の৵害をݒ

け
念
ねん

する声がある。また，現代社
会においては，私たちが必要とする情報の多くはマス-
メディアによって伝えられる。ใಓの自由が保障されな
ければ，正しい情報を知る権利は実現されない。

৽し͍ਓ権と環ڥ権

（ p.76）

■1

（ p.169）

▶1

判例11

ใ化社会と
る権利

（ p.77）

▶2

■2

（ p.70，77）

� 　 ■2 �ใ公開求のखଓき　

　　　　　　　　　　　1950年代から70年代までの高度経済成長や

報社会の
なかった人権保障にかかわる新たな問題をもたらした。時代とともに変
わる人権保障の課題にこたえるため，憲法13条の福求権
して，さまざまな

৽し͍ਓ権と環ڥ権　　人ݖを保障するにあ
たっての現代的課題に
は，どのようなものがあ
るだろうか。

CheckポイントCheckポイント

84 第 2 編 جຊత人ݖのଚॏと๏

7　৽し͍ਓݖ
第 2 章　人ݖのଚ重と日本国ݑ๏

■

環境権
人間が健康で快適な生活を
営むために必要な環境を保
有・維持する権利。

知る
権利

国民があらゆる情報に接し，
知ることができる権利。

プライ
バシー
の権利

私生活がみだりに公開され
たり暴露されたりすること
から個人を守る権利。最近
は「自己に関する情報を管
理する権利」へと変化して
いる。

消費者
の権利
（ p.145）

正しい情報により，商品を
選択する権利。被害が生じ
た際の救済も含まれる。

肖像権

姿や顔などを無断で撮影さ
れたり，絵画に描かれたり
して，無断で公表されない
権利。

自己
決定権

自己の生き方や生活など，
個人的な事柄について，公
権力の介入・干渉なしに自
分で決められる権利。

■■2■ใ公開求のखଓき■■■■■2■ใ公開求のखଓき■

二次元
コード
掲載

請 求 者

情
報
公
開・個
人
情
報
保
護
審
査
会

行政機関

請 求 者

請 求 者

行政機関

請 求 者

開示請求者

行政機関

不服
申し立て
諮問

答申

閲覧・写しの交付
　　　  の申し出

閲覧・写しの交付

不服申し立てに対する
裁決または決定

開
　示

不
開
示

不開示
の通知 開示

の通知

請求

の
通
知

の
通
知

https://smz.ai/k1 https://smz.ai/k2 https://smz.ai/r1

▶1　1967年に公対策
基本法が制定され，1971
年には環境ி（現環境ল）
が発足した。1993年には，
公対策基本法にかわり
環境基本法が制定された。

▶2　ใ公։๏
　行政機関によって取得・
管理されたใは，行政
上の決定の基礎となる。
市民の「る権利」を۩
体化し，行政の説明責任
に資する制度として，
1999年に制定された。

くにたち

国立マンション訴訟
判例11

　景観保護に力を入れてきた東京都国立市で，高
層マンション建築に反対する周辺住民らがおこし
た訴訟。良好な景観を妨

さまた
げるとして，マンション

の一部撤
てっきょ

去と，慰
い

謝
しゃ

料
りょう

の支払いなどを求めた。
　　　　2006年，最高裁は景観に対する住民の
利益を認めたものの，「法令や公

こう
序
じょ

良
りょう

俗
ぞく

に反した
り，権利の濫用」など，社会的な相当性を欠

か
く利

益侵害や法令違反のないことを指摘した。利益保
護には総合判断が求められるとして，住民側の上
告は棄

き
却
きゃく

された。

 判決 
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　　　　　　　　　　　プライバシーの権利は，個人情報や私生活を
みだりに公開されない権利と考えられてきた。

しかし近年では，庁や企業，マス-メディアにおいて，個人情報が大
規模かつ体ܥ的に収集・管理・利用されるようになり，プライバシーの৵
害や不当な情報ૢ作などが行われる危険性も増している。そのため，自分
の情報を管理する権利「自ݾใコントロール権」が必要であると考えら
れている。
　日本において個人情報は，ݸ人ใ保護法によって保護されている。
2015年に大きく改正された個人情報保護法は，「個人情報の有用性に
配
はいりょ

慮しつつ」，個人の権利利益を保護することを目的としているが，営
利目的の不正アクηスなどによる個人情報流出があとを絶

た
たない。個

人のプライバシーを守りつつ，個人情報を含めた多くの情報をいかに事
業に活用するかが個人情報保護法制の新たな課題となっている。

　ㅦ�ビッグデータの活用とฐ害　インターネットなどを通じて収集され， 

解
かいせき

ੳされたデータは，企業のマーケティングや道路・ڮなどのメンテ
ナンス，災害時のආ

ひ
難
なん

༠導の予測などに役立てられている。その一方
で，個人のᅂ

し
好
こう

や行動パターンが明らかになることで，プライバシー
はかつてないほどの深度で৵害される危険にさらされている。配

はいりょ
慮を

要する個人情報や思などが推察され，根ڌのないภ見や差別が生じ
る可能性がある。

　　　　　　　　　　　近年，人生をどう生きるかについて
の基本的な決定を，自ら行う権利（自

決定権）が重視されるようになってきた。これは，個人がݾ
自律的に自分の人生を選び取って生きることを保障する日本
国憲法のझࢫにもとづいている。社会が発展するなかで，国
際的な人権保障の動向をみすえつつ，新しい人権に関する問
題を解決していかなければならない。

ϓϥΠόγーと
ޢਓใ保ݸ

（ p.70）

▶3

■3

ਓ権保障のൃల

（ p.39）

　情報が無
む

ਚ
じんぞう

ଂに収集され利活用されることに
は，情報の࿙

ろうえい
Ӯ・不正使用などさまざまなリス

Ϋがともなう。そこでϤーロッパ࿈合（&6）では，
一

GeneSBl DBtB PSPteDtiPn ReHulBtiPn

ൠσータ保ޢ規ଇ（GDP3）が制定され，個人
情報をめ͙るݖ利のڧ化がはかられた。GDP3では本人がσータの消ڈ
を求めることが認められ，要求のࠜڌがଥであれば，ཧ者はσータ
を消ڈしなければならない（ΕΒΕΔݖརˠ2014年よりʮ消ݖڈʯ）。
　日本においても，インターネット上に൜ྺࡑなどの個人情報がいつまで
も残ଘし，プライバシーや人生をやりす自由が৵害されるという問題が
生じており，れられるݖ利を認めるべきかどうかٞがなされている。
2017年に最高ࡋは，事実を公දされない法的利ӹが優

Ώうえつ
ӽする場合には，

。除を求めることができるとஅした結果のࡧݕ

題を解決していかなければならない。題を解決していかなければならない。題を解決していかなければならない。題を解決していかなければならない。

Ϋがともなう。そこでϤーロッパ࿈合（&6）では，

生じており，れられるݖ利を認めるべきかどうかٞがなされている。

「忘れられる権利」
をめぐる訴訟（海外の例）判例12

　過去に社会保険料を滞納し，所有不動産が
競売にかけられたスペイン人男性が，インタ
ーネット上に残っている当時の情報により
不利益を受けていた。そのため，検索エンジ
ン運営者グーグルの検索ページからこの記
事へのリンクを表示させないよう訴えた。
　　　　2014年５月，EU裁判所はこの男
性の「忘れられる権利」を認め，個人情報
を検索結果に表示するリンクを削除するよ
うグーグルに求めた。

 判決 

　　　　　情報技術の進展によって収

集・蓄積されるようになった大量の情

報を活用するメリットはどこにあるの

だろうか。また，個人情報保護はなぜ

必要なのか考えてみよう。

ちくせき

๏
త
主
体
と
し
て
の
私
た
ち

๏
త
主
体
と
し
て
の
私
た
ち

■3 ۙ年のおもな個人ใ流出事݅
※年は事件が発֮した年

会社名 内　容
2014年
ベネッセ
コーポレー
ション

派遣社員がサービス登
録者の個人情報を名簿
業者に売却（3504
万人）

2015年
日本年金
機構

不正アクセスにより年
金番号を含む個人情報
が流出（125万人）

2016年
JTB

パスポート番号などを
含む旅行予約者の個人
情報が流出（793 万
人）

2016年
米ヤフー

秘密の質問とその答え
を含む個人情報の流出
が 2014 年に発生し
ていた（５億人）

2018年
米
Facebook

ユーザーの個人情報
が不正入手された
（8700万人）

2019年
宅ファイ
ル便

不正アクセスにより
会員・退会者の氏名，
メールアドレス，職業
などの個人情報が流出
（481万人）

人ใ保護๏ݸ　3▶
　第三者機関として，
ݸಜ機能を有する・ࢹ
人ใ保護ҕһ会を設立
したほか，ࠩ別やภ見に
つながるՄ能性のある個
人ใを要配ྀ個人
ใとして特別に保護して
いる。
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　　　　　　　　　　　フΝシズム諸国との対決であった第二次世界大
戦後，アメリカをはじめとする自由民主主義諸

国では，フΝシズムの復活を્
そ し

止し共産主義と対決するため，政治・経
済体制の確立が課題となった。議会政治の行き٧まりを背

はいけい
景にフΝシズ

ム国家が拡大したことから，これらの国では新たな形の民主主義が模
㇂

索
さく

されるようになった。その結果，国民が自分たちの代表となるエリート
を選出する選ڍに限定して政治に参加する，代表制民主主義が定着する
ことになった。
　また一方，資本主義の発達過

か
程
てい

では，貧富の差の拡大とともに階ڃ間
に対立が生まれ，労働運動なども発生していた。政府は分断された国民
を統合するため，社会的・経済的弱者の社会権を保障する必要が生じた。
さらに1929年に世界恐

きょう
慌
こう

がおきると，多くの失業者が発生し，それま
での自由放任主義的な

や
ܯ
けい

国家から，政府が市民の経済活動に介
かい

入
にゅう

し，
国民の社会的平等をはかる福祉国家へと国家の機能が大きく変化すると
いった経

けい
Ң
い

もあった。
定着した自由民主主義と福祉国家も，さまざま
な課題に直面することになった。

　第一に，福祉国家では，複雑で多様化する国民の要
ようせい

にこたえるため，
立法権をもつ議会に代わって，行政権をもつ政府の機能が拡大するよう
になった（行政国家）。その結果，国家から自由な領

ちょう
域
いき

とされてきた市
民社会に国家が介入するようになり，人びとのਫ਼神的自由やプライバシ
ーが脅

おびや
かされることになった。

　第二に，政府が市民生活に介入することでං
ひ

大
だい

化した福祉国家の財政
赤字や経済の非効率化が問題となり，経済的な効率性を重視する政策が
求められるようになった。その結果，福祉国家を支える「大きな政府」
から，市場を重視する「小さな政府」への転

てんかん
換を求める新自由主義が提

てい

এ
しょう

された。新自由主義的な改革が進むにつれ，
弱者を保護するさまざまな制度が解体され，個
人にをؼ

き
すࣗݾをૌえるが大͖

くなった。

自由ຽओओ義と
ࢱ国Ոのཱ֬

▶1

■1

自由ຽओओ義と
ࢱ国Ոの֚ܗ化

■2

▶2

くなったくなったくなった

　　　　　　　　　　　フΝシズム諸国との対決であった第二次世界大

国では，フΝシズムの復活を
済体制の確立が課題となった。議会政治の行き٧まりを
ム国家が拡大したことから，これらの国では新たな形の民主主義が
されるようになった。その結果，国民が自分たちの代表となるエリート
を選出する選ڍに限定して政治に参加する，代表制民主主義が定着する

　　第ೋ࣍世界େઓޙ，
ࣗ༝ຽओओٛはどのよう
にఆணし，どのような課
題をかかえているのだろ
うか。

CheckポイントCheckポイント

■1 େきな政府と小͞な政府の政ࡦの比較　■■1■େきな政府と小͞な政府の政ࡦの比較େきな政府と小͞な政府の政ࡦの比較■■■1■େきな政府と小͞な政府の政ࡦの比較େきな政府と小͞な政府の政ࡦの比較

◉国家の介入が
　多い
◉税金が高い
◉公共サービス
　（福祉）が充実
◉法律が多い

◉国家の介入が
　少ない
◉税金が安い
◉公共サービス
　（福祉）が少ない
◉法律が少ない

大きな政府 小さな政府

92 第 3 編 ݱのຽओ࣏と社会ࢀը

2　現代の自由民ओओٛと՝題
第 1 章　ຽओ政࣏のཱと課題

▶1　ܯ国Ո
　国家の役割を社会のட
ংを維持することと，外
ఢの৵入をぐことに限
定し，経済などへのհ入
を最低限におさえた政府
のこと。

▶2　৽自༝主ٛ
　市場原理（ࢸ

し
上
じょう

）主義と
個人の自由，自己責任と
にࠜ本的な信པをおく考
え方。
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　第三に，国民の生活や価値観が多様化し，既
き

成
せい

政党によっては代表で
きない利害が社会にあふれるようになった。そのため，自由民主主義を
支える議会や政党が，国民の意思や利害を政策に反映しにくくなった。
例えば民族，फ教やジェンダーなど，人びとのؼ

き
ଐ
ぞく

意識（アイデンティ
ティ）にもとづく利害は，人びとの内面に強くかかわるため，容

よう
易
い

にଥ
だ

協
きょう

することが難
むずか

しい。そのため，新しい民主主義の形が模索されるよう
になったのである。
　このようにして自由民主主義と福祉国家は弱体化したのである。
　　　　　　　　　　　近年では，こうした情勢や民意と

はな
れた政策に

߅
こう

議
ぎ

し，自分たちの意見や主張を示すためにデ
モ活動を行う人びとも増えている。また，世界各国で民衆（QFPQMF）の
声 を 重 視 し ， 既 成 政 党 ， エ リ ー ト や 移 民 な ど を 強 く 批 判 す る
ポ

populism
ϐュリズムをܝ

かか
げる政党が༂

やくしん
進している。

　ポピュリズムは複雑な政治問題を単純化して人びとの情
じょう

ॹ
ちょ

に訴え，無
責任な政策をܝげたりする（大衆ܴ

げいごう
合主義）一方，代表されない民衆の言

༿を政治に直接反映させて，民主主義の再生をはかる運動でもある。こ
のようにポピュリズムは相反する二つの側面をもっている。

（ p.79）

ϙϐϡリズϜの಄

■3

▶3

　ྫྷ戦の終結以降，世界の国͙にに自由民主
主ٛが広まった。しかし近年では，中国が経
済大国としての地位をஙき，܉事大国である
ロシアの台಄もめざましい。その一方，Ԥถ

ではϙϐϡリズムが側から自由民主主ٛを༳
Ώ

さぶっている。このよ
うな状況から，自由民主主ٛを主ྲྀとする向にӄ

かげ
りが出てきたとい

うࢦఠがある。
　そこにあるのがあたり前であると思われてきた自由民主主ٛをकる
ために，ࢲたちはなにをすべきだろうか。

#09

■3 安શ保障関࿈法Ҋに対するデモにࢀՃする人ͼと　
　�（2015年̔月30日，国会前）

�■2 �ϕωチアαミット（1987年）　1973年のੴ༉ة機以降，物価の上
昇とෆ況が同時に発生するスタグフレーションがおきたことで，
イギリスのサッνϟー政権やアメリカのレーガン政権をはじめ，
資本主ٛのݪଇに立ちる政権が生した。

　�（「ಡ売新ฉ」2018年̑月̒日）

■ϕωチアαミット（1987年）　1973年のੴ༉ة機以降，物価の上■■ ■安શ保障関࿈法Ҋに対するデモにࢀՃする人ͼと■■安શ保障関࿈法Ҋに対するデモにࢀՃする人ͼと

　�（「ಡ売新ฉ」2018年̑月̒日）　�（「ಡ売新ฉ」2018年̑月̒日）　�（「ಡ売新ฉ」2018年̑月̒日）　�（「ಡ売新ฉ」2018年̑月̒日）
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ち
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▶3　ϙϐϡϦズϜ
　民ऺの考えや要求にґ

い

ڌ
きょ

して行われる政࣏的な
主張やӡ動。19世لの
アメリカ合ऺ国では，民
主政࣏のத֩的な担い手
ではなくなった民・労
働者により，もう一度主
導権を取りそうとする
ӡ動がおきた。20世ل後
になるとラテン・アメ
リカで，21世لになると
Ϥーロッύなどで，ϙϐ
ϡリズムは大きなうねり
となって発生した。
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　　　　　　　　　　　ある問題に対して，社会の多くの人びとが共有
している集合的意見が世

よ

ろん

である。民主政治は
民意にもとづいた政治であるため，世論には注目が集まる。そのため政
府や政党，政治家は世論にහ

びんかん
感であり，実際に，世論が政治を動かすこ

ともある。そのため，政府やマスȂメディアはさかんに世論調査を行っ
ている。政治的・社会的問題について，政府や政党が提

てい
示
じ

する争点の取
り上げ方や解決のしかたを理解し，それらを比

ひ
較
かく

・選択する能力をもつ
人びとが「市民（公衆）」である。
　　　　　　　　　　　多くの有権者が市民としての能力をもっている

ことが，民主政治にとっては望ましい。市民と
しての能力は，マスȂメディアが提供する記事や解説，コメントによっ
て育成される。人びとにはメディアに対する選

せんこう
好があるため，メディア

ごとに世論が異
こと

なる場合がある。
　人びとは，直接知ることができないできごとをマスrメディアの活字
や画૾・映૾を通して受けとり，その情報から「ٙ

ぎ じ
環境」をつくりあࣅ

げる。しかし，マスrメディアができごとのすべての要素を正確に伝え
ているとはかぎらず，伝え方にތ

こ
張
ちょう

や省ུ，
わい

曲
きょく

がなされると，事実と
イメージとの違いは大きくなる。また，情報を受けとる人間も，複

ふくざつ
雑な

情報を過
か

不
ふ

足
そく

なく正確には受
じゅよう

容できないため，単純化したものの見方の
なかで考え，行動する。ٙࣅ環境は，「ステレオタイプ」によってつく
られているといえる。適切な判断をするために必要な情報を有権者が得
ることができなければ，市民は形成されないだろう。しかも，有権者の
日常生活の大半が仕事や私生活によって成り立っている場合，政治的無
関৺が進行し，ٙࣅ環境をम正することも難

むずか
しくなるだろう。

ຽओ政࣏とੈ

▶1

マε-メσΟΞ
と市ຽ

■2

▶2

■1

▶3

■1 �デϚによるӨڹでചしたト
ΠϨットϖーύー（2020年2
月，東京都ઍ代ా۠）　新ܕコ
ロφイルスײછ発生時に
は，4N4にࢴ類がෆ足すると
いう誤った報が流された。

デϚによるӨڹでചしたト
（2020年2
　新ܕコ

ロφイルスײછ発生時に
は，4N4にࢴ類がෆ足すると

■2 政࣏社会のใ入खઌと，内ֳ支࣋率
　（「ே日新ฉ」2018年７月16日より）
　報の入手先により，内ֳの支࣋率がҟなる。

■■■2■政࣏社会のใ入खઌと，内ֳ支࣋率政࣏社会のใ入खઌと，内ֳ支࣋率■■■2■政࣏社会のใ入खઌと，内ֳ支࣋率政࣏社会のใ入खઌと，内ֳ支࣋率

支持する
新聞

支持しない
32％

38

42

48

54％

41

38

22

インターネットの
ニュースサイト

テレビ

SNS
数字は％。その他・無回答は省略

▶3　スςレΦλΠϓ
　リップϚンがఏএした
֓೦であり，多くの人び
とがもっている単७化さ
れた先入؍， 固定؍೦，
イメージをさす。

　　　　　　　　　　　ある問題に対して，社会の多くの人びとが共有

民意にもとづいた政治であるため，世論には注目が集まる。そのため政
府や政党，政治家は世論に
ともある。そのため，政府や
ている。政治的・社会的問題について，政府や政党が
り上げ方や解決のしかたを理解し，それらを

CheckポイントCheckポイント

　　৽ฉ，ςϨϏ，ϥδ
Φ，4/4などがఏڙする
ใにはそれͧれどのよ
うな特徴があり，世の
にどのような役割をܗ
はたしているだろうか。
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ڥࣅٙ　2▶
　アメリカのジϟーナリ
スト，ウΥルター=リッ
プϚンがఏ

てい
এ
しょう

した֓
がいねん

೦。
人びとのらす環境はメ
ディアがఏ供したใに
より構ஙされているが，
ఏ供されたใも，それ
をબする人間の能力も
不確実なことがあるため，
その環境はありのままの
。ではない（現実環境）࢟

▶1　世調ࠪ
　一定数の人びとを対
に行われる（標

ひょう
本
ほん

ந
ちゅう

出
しゅつ

法
ほう

）
ため，ޡ

ご さ
ࠩが生じること

はආけられない。 また，
設問の仕方によっては，
ճをある一定の方に
導
みちび

いていくة険性がある
こと（世論༠導）にもཹ

りゅう
意
い

しなければならない。

二次元
コード
掲載

https://smz.ai/k1 https://smz.ai/k2 https://smz.ai/r1
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　政治権力がつくりあげている徴
ちょう

税
ぜい

制度やܐേ制度などのϋードな網
あみ

の目にくらべて，マスrメディアが組織化している情報の網の目はソフ
トであり，知らず知らずのうちに個人の意識に入りこみ，人びとはそ
の網の目に組みこまれていく。そこでは，ใのऀڅڙがड͚खのؔ
৺を特定のํに༠ಋすることがおこり͏る。これを「操作」とݺぶ。
　ใ操作による政治的指導はナチスȂドイツが有名であるが，民主政
治が行われている国においても，情報化が進行すればするほど，大量
の情報の供給者であるマスȂメディアが独占的に情報を入手し，人びと
は，供給者の意向や方針にしたがって提供された情報を，受動的に受
けとるようになりがちである。
　　　　　　　　　　　近年は，若い世代の新ฉ・テレビ

ばな
れが指

し
ఠ
てき

さ
れている。他方では，4/4（ιーシャルrネッ

トワークȂサービス）を利用する人びとの割合が世代を問わず高くなっ
ている。政党や政治家が，S/Sを利用して自分たちの主張や政策を発
信する動きも活発になっている。このような現が世論の形成に影響
を与えているといわれている。世界的に見ても，中東の民主化運動「ア
ラブのय़」は，S/Sが大きな影響を与えたとされている。
　たしかに，S/Sは政治 ・ 社会運動への動員を可能にする面もあるが，
それが市民やख़

じゅく
慮
りょ

された世論の形成に貢献しているとはいえない。む
しろ，S/Sを通して入手した情報は，正確さや公平さを確かめること
が難しい。そのため，マスȂメディア以上に事実かられたٙࣅ環境を
形成しやすい一面ももつ。民意にもとづく民主政治が実現するためには，
政治を批判的に監

かん
視
し

する市民がいなくてはならない。S/Sの時代である
現代では，ใリテラシーの向上がよりいっそう求められる。

。これを「৺を特定のํに༠ಋすることがおこり͏る。これを「৺を特定のํに༠ಋすることがおこり͏る。これを「。これを「。これを「৺を特定のํに༠ಋすることがおこり͏る

（ p.91）

4/4とੈ

■4

▶4

▶5

（ p.98）

■4 アϥϒのय़（2011
年，νϡχジア）　デ
モ参加のݺͼかけの
ଟくが4N4によって
なされ，動員が֦େ
したといわれている。
　

■3 Ӄબ比ྫ۠の得ࢀ
ථとπΠッターの
ߘ割合の比較
2014年のௐࠪでは，
ऺӃબิީڍ者の７
割以上がインターネ
ットをબڍӡ動に活
用していた。

（2011
年，νϡχジア）　デ
モ参加のݺͼかけの
ଟくが4N4によって
なされ，動員が֦େ
したといわれている。
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▶5　ใϦςϥγー
　メディアのఏ供する
ใの正確さや利用価値を
൷的に理ղし，活用す
る能力。

（「ே日新ฉ」2019年̔月̎日より）

自民

公明

立憲

維新

共産

国民

れいわ

社民

N国

得票率35.4％
ツイッター投稿数30.7％

13.1
7.1

15.8
11.5

9.8
9.7

9.0
16.5

7.0
1.8

4.6
17.8

2.1
1.9
2.0
2.9

※参院選の期間中，各政党の話題
に触れた投稿（約1,179万件）
を抽出し，政党ごとの割合を算
出した。
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▶4　Ξϥブのय़
　2010年から2011年に
かけて，νϡニジア・Τ
ジプトなどத東地Ҭでは
じまった一連の民主化ӡ
動。ए者やࣝをத৺
とする民ऺがS/Sを使っ
てใ交換し，改ֵӡ動
は全国的なデモへ拡大し
た。
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ܖ
けい


やく

の自༝とফඅऀอޢ

　近代民
みん

法
Άう

は，当
とう

事
じ

者
しゃ

の自由意思にもとづいて取
り引きが行われることを前

ぜん

提
てい

とし（私
し
的
てき
自
じ
治
ち

），契
約క

てい

結
けつ

・ 契約内容の自由（契約の自由）を定めてい
る。他方において，自由意思にもとづき契約をక
結した後は，契約の拘

こう

束
そく

力から一方的にಀ
のが

れるこ
とはできない。取り引きの世界においては，契約
క結後は契約責任にറ

しば

られることになるのである。
　現代社会における取り引きは，消費者と企業の
間で行われることがほとんどである。情報の質

しつ

，
量，交

こう

渉
しょう

力に格差がある両者間の取り引きについ
ては，消費者を保護する必要がある。この目的の
ため，日本では1968年に消費者保護基本法が制
定され，2004年，消費者の権利のଚ重と自

じ

立
りつ

支
し

援
えん

を理念とする消費者基本法に改正された。
　悪

あく

質
しつ

商法などの契約トラブルによる消費者被害
は，一件ごとの金額が少ないため，訴

そ

ু
しょう

を起こし
にくいという事情もあった。そこで2006年の消
費者契約法改正により消費者団体訴訟制度が導入
された。この制度を利用して内閣総理大ਉによっ
て認定された消費者団体が，消費者全体の利益の
ために，裁

さい

判
ばん

で被害の回復を求めたり，不
ふ

当
とう

༠ק
行為や不当条項の使用の差し止めができるように
なった。また，2009年には消費者ிが設置され，
国民生活センターを通じて全国の消費者ηンター
と連

れん

携
けい

し，消費者保護にあたっている。

の取りফ͠ղআ͕Ͱ͖る場合ܖ

➳　消費者契約法による契約の取り消し　2000
年制定の消費者契約法は，契約క結過程の適正化

（契約の内容について必要な情報を提供する事業
者の義務など）や不当な契約の取り消しについて
定めている。事業者による不適切なק༠を理由と
して契約を取り消せる場合として，不

ふ

実
じつ

告
こく

知
ち

や退
たい

去
きょ

妨
΅う

害
がい

（監
かん

禁
きん

）などがあるが，2018年の改正から
は若年者や高齢者への配慮を加え，年齢的な経験
不足や加齢による判断能力低下を不当に利用した
。༠が，契約を取り消せる項目として加されたק

➴　クーリング-オフ　クーリング-Φフとは๚問販
売など一定の契約について，一定期間の間であれば
消費者の意思表示のみで自由に契約を解除すること
ができる制度である。๚問販売や電ק༠など，不

ふ

意
い

打ち的で判断がせかされがちな取り引きや，ѹ
あっ

ഭ
ͺく

的取り引きなどについて，消費者が頭をྫྷやして
（DPPMJOH）契約をやめる（PGG）機会を与えている。

ෆ実ࠂ அ定的அの
ఏڙ

ෆୀڈ・ୀڈ
（禁）

ෆརӹ
事実の
ෆࠂ
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取引形態 おもな内容 期間 根拠条項
訪問販売 キャッチセールス，アポイン

トメントセールス，催眠商法
も含まれる

８日間 第９条

電話勧誘
販売

学習教材や不動産投資など比
較的高額なもの ８日間 第 24条

特定継続的
役務提供
契約

エステサロン・語学教室・家
庭教師・学習塾・結婚相手紹
介サービスなど

８日間 第 48条

連鎖販売取引 いわゆるマルチ商法 20日間 第 40条
業務提供誘
引販売取引

いわゆる内職・モニター商法 20日間 第 58条

訪問購入
（いわゆる
訪問買取）

自動車，家電（携行が容易なも
のを除く），家具，書籍，有価
証券，CD・DVDなどは除く

８日間 第 58条
の 14

●  街角でセールス
マンが声をかけ
てくる商法（キャッ
チセールス）

●  電話や手紙など
で，「あなただけ
が選ばれた」など
と，消費者の自尊
心をくすぐる商法
（DM商法など）

●  商品を売ることよ
りも，販売する会
員を勧誘するこ
とに重点をおい
ているような商
法（マルチ商法など）

‐�ѱ質法の۩体ྫ ‐�クーリϯά�Φフのظ間 （特定商取引法にもとづく条項）

二次元
コード
掲載

https://smz.ai/k1 https://smz.ai/k2 https://smz.ai/r1



5

10

15

20

　　　　　　　　　　　経済が発展し，高度な分業が進んでくると，社
会全体として多様な財・サービスを生産し，消

費することになる。
　自給自足の経済であれば，自分で考え，生産・消費を調整することが
できるかもしれないが，分業にもとづく現代社会では，計画的にそうし
た調整を行うことは非常に難

むずか
しい。調整がうまくいかなければ，誰も欲

ほ

しくないものが生産されたり，皆が欲しいものが生産されなかったりし
てしまう。
　家計・企業の経済活動を調整する方法で，現代もっとも支配的なのは，
市
し

場
じょう

による調整である。市場とは，財・サービス・労働力などを売りた
い人と買いたい人とが出会う場所であり，財やサービスの価格が決まる
場所である。市場で決まる価格が，家計や企業の経済活動の調整にあた
って中心的な役割をはたす。
　資

し
本
ほん
主義国では，主として市場によって経済活動の調整が行われてい

る。  
　　　　　　　　　　　ある市場全体で「買いたい」と思われている量

を需
じゅ
要
よう

，「売りたい」と思われている量を供
きょうきゅう
給

という。家計や企業は，価格をみながら自
みずか

らの行動を調整している。
　商品の価格が安ければ安いほど，より多くの量を買おうとしたり，よ
り大勢の人がその商品を買おうとしたりする。そのため，商品の需要量

市場の役割

るる

価格と需要・供給

　　　　　　　　　　　経済が発展し，高度な分業が進んでくると，社

費
　自給自足の経済であれば，自分で考え，生産・消費を調整することが
できるかもしれないが，分業にもとづく現代社会では，計画的にそうし
た調整を行うことは非常に
しくないものが生産されたり，皆が欲しいものが生産されなかったりし

　　市場経済において，
価格が果たしている役割
はどのようなものだろう
か。また，市場経済はど
のような点で優れている
のだろうか。

CheckポイントCheckポイント
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2　市場の機能
第 2 章　経済社会のしくみと役割

二次元
コード
掲載

https://smz.ai/k1 https://smz.ai/k2 https://smz.ai/r1

　市場での価格は，市場全体を反映した需要曲線と
供給曲線の交点で決まる。図１では交点Aで決まる価
格は100円である。仮に図２のように，市場価格が
二つの曲線の交点で決まる価格よりも高く150円で

あったとしよう。この価格では，供給が需要量よりも多くなっている。つまり，
この価格で売りたいと思っているのに，売れない企業がいて，売れ残りがある。
そのため価格は下がることになる。価格が下がると売り手は売りたい量を減
らし，買い手はより多く商品を買おうとするので，売れ残りは減っていく。
　市場での需要と供給が一致する水準まで価格が下がれば，その価格で買い
たいすべての人が買いたいだけの量を買い，すべての企業がちょうど売りた
いだけの量を売っており，経済として望ましい状態が達成されている。
　市場価格が二つの曲線の交点できまる価格よりも低かった場合は，需要量
の方が供給量よりも多いので，その価格で買いたいのに買えない人がでてし
まう。そのため，価格が上がり，需要と供給が一致することになる。

（＊これらは完全競争市場においてのモデルである）

で決まる価
のように，市場価格が

　市場での価格は，市場全体を反映した需要曲線と
では交点A

のように，市場価格が
で決まる価

のように，市場価格が
では交点Aでは交点Aでは交点A

4-2-2

価格

価格

需要曲線

需要曲線

供給曲線

供給曲線

需要量
供給量

需要量
供給量

需要量＝供給量

150 円で
　買いたい量

150 円で
　売りたい量

100

円

円

150

A

価格が下がる

需要と供給が一致

売れ残り

図１

図２



5

10

15

■1 アダム=スミス（1723〜1790）
イギリスの古典派経済学者。
■■1■アダム=スミス（1723〜1790）

は価格が下がれば下がるほど増加することになる。企業は，商品の価
格が高ければ高いほど，多くの商品を供給しようとする。そのため，
商品の供給量は，価格が上がれば上がるほど増加することになる。
　この需要と供給の調整における価格の役割について考えてみよう。
たとえば，ある商品の需要量が供給量に比べて多いと（需要超

ちょう
過
か

），買い
たくても買えない人がでてくるので，価格は上がる。逆に，供給量が需
要量に比べて多いと（供給超過），売れ残りが出てしまうので価格は下が
る。このように，需要と供給の不均衡を調整するような価格の決まり方
を，価格の自

じ
動
どう
調
ちょう
節
せつ
機
き
能
のう

または価格メカニズム（価格機
き
構
こう

）とよぶ。
　　　　　　　　　　　市場では，価格のうごきを見ながら，個人や企

業が自分の意思で生産量や需要量を調整する。
その結果として，需要と供給の不一致は解消される。消費者は，より安
い価格の商品を購入することになるので，企業はより安価にその商品を
生産しようと競争をする。その結果，もっとも安価に生産できる企業が
一番多くの利益をえるのである。
　このように市場を通じた競争は，社会全体で見れば，もっとも安く生
産できる方法を社会が選択するための手段となっている。つまり，市場
における価格メカニズムがうまく機能すれば，社会全体の効率を高め，
社会的に望ましい資源配分が実現できると考えられる。

▶1

資源の適切な配分

▶2

▶2　資源配分
　経済に存在する資源は
限られているため（希少
性），社会は何をどれだ
けで生産し，どのように
使うかを決めなければな
らない。これを資源配分
の問題という。

▶1　価格の自動調節機能
　アダム=スミスは，経
済活動は，自由な競争と
価格の上下という「見え
ざる手」によって，自由
放任のもとで自然と最適
の状態に達すると主著で
ある『国富論』で説いた。

ܦ
ࡁ
త
主
体
と
し
て
の
私
た
ち
ɹ

ܦ
ࡁ
త
主
体
と
し
て
の
私
た
ち
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■ 需要曲線のシフト　需要曲線はさまざまな要因に
よってシフト（移動）する。例えば，アルバイト
から正社員になり，所得がふえた人は，商品の価
格が変わっていなくても，その商品の需要量をふ

やすであろう。同じように，一国全体の所得が増加した場合には，需要曲
線は右方向（増加方向）にシフトすることになる。また，移民などによって
買い手の人数がふえた場合にも，需要曲線は右方向にシフトする。このよ
うに需要曲線が右方向にシフトした場合には，図３に描かれているように，
交点の位置が上昇し価格は上昇することになる。

■ 供給曲線のシフト　供給曲線をシフトさせる要因としては，新技術の出現，
自然環境の変化，エネルギー価格の変化などがある。例えば，より安価に
商品をつくる技術が利用できるようになると，売り手はこれまでと同じ市
場価格の下でも，これまでより多くの商品を供給できるようになるので，供
給曲線は右方向（増加方向）にシフトする。また，台風などの自然災害は農
作物にダメージを与え，農作物の供給曲線を左方向（減少方向）へシフトさ
せる。図４に描かれているように，前者の場合には交点の位置が下がるの
で価格は下がり，後者の場合では価格は上昇することになる。

#26

4-2-2

価格

価格上昇

価格

需要曲線

需要曲線

供給曲線

供給曲線

需要量
供給量

需要量
供給量

自然災害における供給
曲線のシフト
（価格上昇）

所得が増えたため，
買いたいと思う量が増える

技術改良による
供給曲線のシフト
（価格下落）

A

増

増減
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（価格上昇）
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技術改良による
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（価格下落）
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図３
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需要曲線

　競争的な市場では，買い手と売り手の双
そうほう

方にと
って，財の価格は市場で与えられる。自分で自由
に変えられるものではない。
　買い手は，このような与えられた価格の下で，
自分の購入したい量（需要量）を決める。価格が変
われば需要量も変わる。このような需要量と価格
の関係を表すのが需要曲線である。
　ある商品の価格が一つ100円であったとする。
この価格が150円になったとき，購入量はどうな
るであろうか。価格が高くなったので，別の商品
を買うようになる人もいれば，この商品を買う頻

ひん

度
ど

を下げる人もいるだろう。どちらの場合にして
も，ある人の需要量は，価格が上がれば減少する
ことになる。
　グラフに描くと，図１のように右下がりの関係
になる。つまり，価格と需要量は反対方向に変化
する。価格が上がれば需要量は減り，需要量が増
えるなら価格は下がっている。
　経済には多数の買い手が存在している。そのた
め，市場全体での需要量は，それぞれの買い手全
員の需要量を足し合わせたものになる。

供給曲線

　売り手も，市場での価格を見て，どれだけの商
品を作るのかを決める。与えられた価格において，
売り手が売ろうとする量（供給量）も，需要量と同
様に価格が変われば変化する。価格と供給量の関
係を表すのが供給曲線である。商品が高い価格で
売れるとき企業はよりたくさんの商品を売ろうと
するため，その企業の供給曲線は，図３に描かれ
ているように右上がりの関係になる。つまり，供
給量と価格は正の相関関係で変化する。価格が上
がれば供給量は増加し，供給量が減少しているな
らば価格は下がっている。
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図２で描かれているように，それぞれの買い手の需要曲線を横
方向に足し合わせるのが総需要となる。このようにして得られ
た市場全体の価格と需要量の関係が，市場全体での需要曲線で
ある。

ここでは二人だけ
を足し合わせてい
るが， 実際には多
数の人の需要を足
すことになる。

需要を考えた場合と同様に，市場全体での供給曲線を考えるた
めには，図4のようにそれぞれの企業の供給曲線を横方向に足
し合わせてやればよい。これが市場全体での供給曲線である。

図１

図３

図２

図４
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市場経済の成立と進展

　中世ヨーロッパでは，都市の成立や農業生産の
発展を背景に，生産物を市場で交

こうかん

換するしくみが
整えられていった。イギリスで18世紀後半に始
まった産業革

かくめい
命によって工業化が進展し，アメリ

カやフランスでの市民革命を通じて財
ざいさん

産権（私
し
有
ゆう

財産）が認められると，市場経済（資本主義経済）
とよばれる，市場で自由に取り引きをする経済体
制が本格的に展開し，世界にひろがった。
　市場経済の特

とく

徴
ちょう

は，生産物の過不足に応じて価
格が上下することである。個人や企業が価格をシ
グナルとして行動することで，商品の過不足は自
動で調整される（価格メカニズム）。この市場経済
の特徴を明らかにしたアダム = スミス以降，自由
な経済活動こそが望ましいとされてきた。
　イギリスやアメリカなどの資本主義国は，こう
した自由な経済体制によって大きく発展した。一
方で，企業が大規模化すると，大企業が市場を独

どく

占
せん

的に支配し，価格メカニズムが十分に機
き

能
のう

しな
くなった。また市場での競争は，貧

ひんこん

困による格
かく

差
さ

や公害など市場で解決できない問題も発生した。

社会主義経済と市場経済の変化

　こうした問題を，国家が生産手段の公有と，生
産と分配の計画を立てる計画経済で解決しようと
する国が出てきた。そうした経済体制は社会主義
とよばれ，20世紀初頭に誕生したソヴィエト連
邦（ソ連）が最初の例である。しかし，技術の変化
や国民の要求の多様化に対応できず，非

ひ

効
こうりつ

率性が
めだち，ほとんどの社会主義国は解

かいたい

体された。
　一方，資本主義国においても，市場経済の問題
点（市場の失

しっぱい
敗）を解決するために，政府が役割を

はたすことが期待されるようになった。イギリス
の経済学者ケ

J.Keynes

インズは，世界恐
きょう
慌
こう

のような激しい
景気変動や失業の発生に対し，管理通貨制をとり，
政府が有

ゆうこう
効需

じゅよう
要をつくりだすべきだと主張した。

　ケインズの政策は第二次世界大戦後には，多く

（ p.155）

（ p.158）

1883〜1946

の国で採用されたが，1970年代以降，政府の経
済活動の規模が拡大してくると，社会主義と同様
に非効率性がめだつようになった。その反動で，
資本主義の原則に立ち戻り，個人の自由な選択と
価格メカニズムを重視すべきとの声も大きくなっ
た（新自由主義）。
　第二次世界大戦後に急激な経済発展を経験した
発
はってん
展途

と
上
じょう
国では，市場経済を基本としながら，政

府の権限が強い政治経済体制がとられた。シンガ
ポール，台湾，韓国などは国民の権利を一定程度
抑
よくせい

制しながら高い経済成長率を達成し，開発独裁
とよばれた。また，ソ連に並ぶ社会主義国であっ
た中国は，共産党一党支配という政治体制を維持
しながら市場経済を取り入れた，社会主義市場経
済体制をかかげている。

市場経済のこれから

　21世紀に入り，先進国の多くは少子高齢化と
いう新たな問題に直面している。財政赤字が急増
したこともあり，政府が市場経済の問題点を補い
きれなくなりつつある。
　市場も政府も万能ではなく，両者がはたすべき
役割は，経済発展の度合いや経済状況によって大
きく変化する。だからこそ，どのような経済や社
会のしくみが望ましいのかについて幅広く議論す
ることが重要なのである。

経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点経済を考える視点

5

10

15

20

25

30

35

経済思想の変遷経済思想の変遷経済思想の変遷経済思想の変遷

公共ファイル 24

資
本
主
義

（
市
場
経
済
）

市場経済の
問題点

・恐慌
・失業
・貧富の差
・独占など

1929年
世
界
大
恐
慌

18世紀 19世紀 20世紀以降
大きな政府
の弊害
・
行
政
機
構
の
肥
大
化

・
財
政
赤
字
の
拡
大

・
規
制
緩
和

・
小
さ
な
政
府
へ
の
回
帰

市場経済
への移行

ソ連
崩壊
1991 年

ソ連
社
会
主
義

国
家
樹
立

社
会
主
義

修
正
資
本
主
義

（
ド
イ
ツ
）

（
イ
ギ
リ
ス
）

（
イ
ギ
リ
ス
）

ロ
シ
ア
革
命

1917 年

ア
ダ
ム=

ス
ミ
ス

ケ
イ
ン
ズ

マ
ル
ク
ス

ܦ
ࡁ
త
主
体
と
し
て
の
私
た
ち
ɹ

ܦ
ࡁ
త
主
体
と
し
て
の
私
た
ち

二次元
コード
掲載

https://smz.ai/k1 https://smz.ai/k2 https://smz.ai/r1



5

10

15

20

25

資
金
の
借
り
手

資
金
の
貸
し
手

直接金融

間接金融

金
融
機
関

利息b利息a
融資 預金

利息 a ＞ 利息 bで収益

メリット
　・収益性が高い
　・利回り高い
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デメリット
　・リスクは投資家が負う
　・元本割れがある
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会
社
投資

株式（配当金）・債券（利子） 投資家

預金者企業

　　　　　　　　　　　私たちは，仕事をしたり財
ざいさん

産を運用することで
賃
ちんぎん

金や利
り し

子のような所得を得て，その所得を使
い財やサービスを購入し消費している。しかし，所得が得られるタイミ
ングと，消費したいと思うタイミングは必ずしも一

いっ
致
ち

しない。車や家が
欲しいと思うときには，所得の何か月分，何年分もの高

こうがく
額な支

し
出
しゅつ

が，あ
る一時点に必要になり，手元のお金では不足することも多い。
　私たちは，こうした所得と消費のタイミングのずれを調整するために，
資金を貸したり借りたりして融

ゆうずう
通している。社会全体で資金の過不足を

融通する活動を金
きんゆう
融とよぶ。資金を借りれば資金不足でも必要な支出が

できる。ただし，借りた資金はいつか返
へんさい

済する必要があるだけでなく，
資金の使用料である利子を支払う必要がある。逆に資金を貸せば，使用
料である利子を受けとれる。

金融資産と負債　　ほかの人に資金を貸すことは，貸した「資金を返済
してもらう権利」を得ることになり，それを金融資産とよぶ。一方で，
借りた「資金を返済する義務」は負

ふ
債
さい

とよばれる。金融資産や負債には
さまざまな種類があり，それらを交換することを金融取り引きとよび，
銀行・証

しょう
券
けん

会社などの金融機関を仲
ちゅう

介
かい

して行われる。

　金融には，資金の借り手・貸し手の間に銀行などの金融機関が入って
取り引きをする間接金融（方式）と，資金の借り手と貸し手が直接やりと
りをする直接金融（方式）がある。間接金融では，金融機関は自身が集め
た資金（預金）を，より高い利子で貸すことで収益をあげている。直接金
融では，資金の借り手が株式や社債などを発行して資金を集めるが，証
券会社などは，その手助けにより手数料を得て，収益源としている。

金融と金融機関

，それらを交換することを金融取り引きとよび，さまざまな種類があり，それらを交換することを金融取り引きとよび，さまざまな種類があり，それらを交換することを金融取り引きとよび，，それらを交換することを金融取り引きとよび，さまざまな種類があり

■2

■2 間接金融と直接金融

　　　　　　　　　　　私たちは，仕事をしたり

い財やサービスを購入し消費している。しかし，所得が得られるタイミ
ングと，消費したいと思うタイミングは必ずしも
欲しいと思うときには，所得の何か月分，何年分もの
る一時点に必要になり，手元のお金では不足することも多い。
　私たちは，こうした所得と消費のタイミングのずれを調整するために，

　　金融とは何か，なぜ
必要なのだろうか。金融
をスムーズに行うため
に，金融機関や政府がは
たす役割はどのようなも
のだろうか。

CheckポイントCheckポイント
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4　金融とそのはたらき
第 2 章　経済社会のしくみと役割

二次元
コード
掲載

https://smz.ai/k1 https://smz.ai/k2 https://smz.ai/r1

■1 銀行における信用創造のしく
み（支払準備率10％の場合）Ａ
銀行の預金100 万円は，支払準
備金として10 万円を残し90 万
円を貸しつけにあてる。それがB 
銀行に預金され，B 銀行もこう
した操作を行う。これが続くと
預金は増え続け，〈最初の預金額
÷支払準備率〉の分が，理論的
に創造される預金量となる。

A 銀行 100万
↓ （10 万）

B 銀行 90万
↓ （9 万）

C 銀行 81万
↓ （8.1 万）

以下続く

100万÷10%＝1000万
新たに創造された預金

900万
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　　　　　　　　　　　経済取り引きのほとんど
は，貨

か
幣
へい
（お金）を使用し

て行われる。貨幣を用いる経済では，生産活動の
対
たい

価
か

は売り上げ代金や賃金としてうけとる。その
うけとった貨幣を支出してほかの人や企業が生産
したモノを購入する。
　交換に必要な貨幣の量は，価

か
格
かく

とよばれ，多様なモノの価値を統一的
に示す尺

しゃく
度
ど

となる。私たちは，さまざまな価格を観察して選択・判断し，
経済活動にかかわる意思決定をしている。
　　　　　　　　　　　一国内で流通している貨幣を通

つう
貨
か

とよぶ。通貨
には紙

し
幣
へい

・硬
こう

貨
か

をあわせた現金通貨と，銀行に
預けられた普通預金・当

とう
座
ざ

預金からなる預金通貨がある。通貨がモノや
サービスと交換できるのは，政府が法律で交換できることを保証するか
らである（法定通貨）。近年は現金を使用せずに商品を購入することがで
きるキャッシュレス決済が進んでいる。
　一国内の通貨を管理するのが中央銀行（日本の場合は日本銀行）であ
り，通貨量を調整する役割を担っている。通貨量がふえれば利子率は低
下し，資金を借りて消費や投資をしようとする人や企業がふえて，経済
活動は活性化する。生産されるモノやサービス以上に通貨がふえれば，
価格の平均的な動きを示す物価が上昇し続けてインフレーションがおこ
る。急激なインフレが起きると通貨価値が大幅に低下するため，安心し
て貨幣を保有できなくなる。経済活動を安定させつつ通貨をスムーズに
流通させるには，通貨量の適切な調整や金融システムの安定化が必要で
ある。そのための活動を金融政策とよび，中央銀行が決定している。
　日本では日本銀行がオ

open market operation
ペレーション（公開市場操作）を金融政策の中心

的な手段として用い，その基本方針は金融政策決定会合で決められる。

貨幣と経済取り引き

■5

中央銀行と金融政策 ▶1

▶2

▶3

■3

▶4

■4

▶2　通貨量の調整
　日銀が直接供給する通
貨量（貨幣・日本銀行券
と日銀当座預金の合計）
は，マネタリーベースと
よばれる。日銀はこの操
作を通じて，間接的にマ
ネーストック（国内の個
人・法人および地方公共
団体などが保有する通貨
量）の調整を図る。

▶4　金融政策決定会合
　政府から独立した機関
として，日銀総裁，副総
裁２名と審議委員６名で
構成される。国会の同意
を得て内閣が指名する。

▶3　通貨価値
　同じ量の貨幣で交換で
きるモノの量。物価が上
がると下がり，物価が下
がると上がる関係にある。

▶1　現金通貨
　紙幣は日本銀行が発行
し，政府は硬貨（補助貨
幣）を発行する。

■3 銀行を中心にみたお金の流れ

■4 日本銀行における公開市場操作　日銀は，物価上昇時は金
融機関に国債を売って政策金利の上昇をうながし，デフレ時
は金融機関から国債を買い入れ，金利を下げる。

■5 物々交換　物々交換では「自
分の欲しいモノをもち，なお
かつ自分のもつモノを欲しい
人」は見つけにくく取り引き
が成立しにくい。貨幣は「他
の何かと交換する権利」であ
り，スムーズな経済活動を可
能にする。

ܦ
ࡁ
త
主
体
と
し
て
の
私
た
ち
ɹ

ܦ
ࡁ
త
主
体
と
し
て
の
私
た
ち
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■■3■銀行を中心にみたお金の流れ■■■3■銀行を中心にみたお金の流れ

租税

租税

自主運用

預金

各種国庫
金の出納

準備預金

貸しつけ

財政投融資

貯金
預
金

保
険
料

投
融
資

（
資
金
調
達
）

株
式
・
公
社
債
の
引
き
受
け

（
証
券
貯
蓄
）

株
式
・
公
社
債

貸
し
つ
け

貸
し
つ
け

預
金

貸
し
つ
け

保
険
料

銀行の
銀行

政府の
銀行

家　計

日本郵政
グループ

政

　府
日本銀行 銀 行

保険
会社

証券
会社

政　　府
金融機関

企　業

金
融
市
場

金
融
市
場 ■■4■日本銀行における公開市場操作　日銀は，物価上昇時は金■■■4■日本銀行における公開市場操作　日銀は，物価上昇時は金

日

本

銀

行

資金吸収（売り）
オペレーション

資金供給（買い）
オペレーション

公開市場操作

過
熱
抑
制
対
策

不
況
対
策

市中金融機関に国債
などを売って資金を
吸い上げ，金融市場
の資金量を減らす

コールレー
トなどの金
利が上がる

コールレー
トなどの金
利が下がる

市中金融機関から国
債などを買い入れて
資金を供給し，金融
市場の資金量を増や
す

金融市場が
引き締まる

インフレ
傾向

デフレ
傾向

金融市場が
ゆるむ

（短期金融市場）

市中金融機関
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　　　　　　　　　　　現代社会では，人・モノ・カネ・情報などは国
境をこえて結びついている。国際的な経済取り

引きは，市場経済の発達とともに拡大し，商品の移動，すなわち貿易を
中心に展開されてきた。世界各国の経済は相

そう
互
ご

に深く依
い

存
ぞん

しており，一
体的な国際経済を形成している。
　それぞれの国は，もともともっている技術水準・資源・労働力などが
異なるため，同じ財やサービスを生産するとしても生産費は大きく異な
る。国内における社会的分

ぶん
業
ぎょう

が国内の生産を拡大させる大きな要因であ
るのと同様に，国際的な生産活動の分業（国際分業）は，世界全体により
多くの富

とみ
をもたらすことになる。すなわち，各国はそれぞれの特徴を生

かし，自分の国で有利な条件で生産できる商品を生産し，お互
たが

いに貿易
を通じて取り引きすることによって，すべての国が利益を得ることがで
きる。この考えは，イギリスの経済学者リ

D. Ricardo
カードによって明らかにされ

たものであり，比
ひ
較
かく
優
ゆう
位
い
の原理（比較生産費説）とよばれる。

　　　　　　　　　　　いったん国際分業が成立し，自国の消費する財
の一部だけを生産するようになると，各国ごと

の生産物はお互いに不可欠なものとなり，相互依存関係が生まれる。貿
易が活発になるにつれて，国際経済の安定と繁

はんえい
栄なしには自国経済の繁

栄は維
い じ

持できなくなる。そのため，世界平和や国際協力がますます重要
となる。さらに，国境をこえた財の取り引きは，海運技術の進歩や鉄道
の普

ふ
及
きゅう

など輸送費用の低下とともに急速に拡大してきた。近年では商品
だけでなく，国境をこえた人の移動，情報通信技術の進歩により，国際
貿易はサービスの領域にまで深化しつつある。また，金融資産の取り引
きなど，国境をこえたお金の移動も増大している。

国際取り引きの
メリット

1772〜1823 ■1▶1

■2

技術進歩と
貿易の拡大

る

■2 特化による比較優位のモ
デル　イギリスとポルトガル
は，それぞれの国の生産費
が安くなる商品（イギリス・
毛織物，ポルトガル・ぶど
う酒）に特化（特定のもの
を重点化）して生産・輸出を
し，生産費が高くなる商品
は輸入すると，双方の生産量
はふえてお互いの利益にな
るという考え方（この実現に
は自由貿易が前提となる）。

　　　　　　　　　　　現代社会では，人・モノ・カネ・情報などは国

引きは，市場経済の発達とともに拡大し，商品の移動，すなわち貿易を
中心に展開されてきた。世界各国の経済は
体的な
　それぞれの国は，もともともっている技術水準・資源・労働力などが
異なるため，同じ財やサービスを生産するとしても生産費は大きく異な

　　私たちは世界のさま
ざまな国ぐにとモノやカ
ネの取り引きをしている。
このような国際的な取り
引きにはどのようなメリ
ットがあるのだろうか。

CheckポイントCheckポイント
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1　国際取り引きと国際収支
第 3 章　国際経済の現状と課題

▶1　比較優位の原理
　リカードの説明が成立
するためにはいくつかの
条件が必要である。この
原理では労働力の移動は
考えられていない。また，
商品の価格は必ずしもか
かった労働力に比例する
わけではない。現在では，
通信技術の発達により，
ノウハウやブランド力の
あるA国で企画をだし，
製造は人件費の安いＢ国
で行うといった実質的な
労働力の移動が行われて
いる。

■1 リカード
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　　　　　　　　　　　一定期間（ふつう１年間）における，ある経済
圏
けん
（国または地域）の居

きょ
住
じゅう

者と非居住者との間
の国際間の経済取り引きをまとめたものが国際収

しゅう
支
し

である。国際収支は，
国際的なモノとサービスの対外取り引きに関する経

けい
常
じょう
収支，カネやその

ほかの金融資産の取り引き(国境をこえた投資や融資)に関する金融収
支，海外への援助などの対価をともなわない取り引きに関する資本移転
等収支，誤

ご さ
差脱

だつろう
漏の４項目で成りたっている。　

　世界各国は円やドルなど独自の通貨を発行しており，それぞれの国で
は通常自国の通貨だけが使われる。そのため，海外の企業などから財 ・
サービスなどを購入する際には，自国の通貨を相手国の通貨と交換する
必要がある。通貨同士の交換は外国為

か わ せ
替とよばれる方法

によって決
けっさい

済され，そこで適用される通貨同士の交換比
ひ

率
りつ

は外国為替相場（為替レート）とよばれる。日本では，
為替レートは１ドル＝100円のように外国通貨１単位と
交換される円の量で表記される。円の価値が高くなるこ
とを円高といい，円の価値が下がることを円安という。

国際収支と
為替レート ▶2

■3

■4

■4 円安と円高　１個1ドルのアメリカの商品を購入することを考えよう。1000円
のお金がある時，１ドル＝100円ならば1000円＝10ドルで，10個購入できる。
　次に，１ドル＝80円になると1000円＝12.5ドルになるので，商品を12個購入で
きることになる。1ドル＝100円の時と比べて，1ドル＝80円の時の方が同じ1000
円で購入できるアメリカの商品は増える。つまり円の価値が高くなっている（ドル
の価値が低くなっている）。このため，このような変化を「円高（ドル安）になった」
という。
　反対に，1ドル＝110円に変化した場合は，1000円＝9.1ドルになるので，商品
は9個しか購入できない。１ドル100円の時に比べて購入できる商品は減る。こう
した時，「円安になる」という。

■3 �日本の国際収支（財務省資料）
　2014�年１月から国際収支統計
の改訂が行われ，項目が見直され
た。表では，新しい基準にもとづ
いて計算された数値を示し，項目
もあらためた。
　資本移転等収支と誤差脱漏が
いずれもゼロである場合には，
モノやサービスの取り引きには
お金の受け渡しが必ずともなう
ため，経常収支＝金融収支の関
係が成り立っている。

項目 内容 2000 年 2020 年

経常収支 モノとサービスの取り引きの総計 140,616
　　貿易・サービス収支 貿易収支とサービス収支の合計 74,298
　　　　　貿易収支 商品の輸出入など 126,983
　　　　　　　輸出 （輸出の総額） 489,635
　　　　　　　輸入 （輸入の総額） 362,652
　　　　　サービス収支 輸送・海外旅行・保険などの取り引き -52,685
　　第一次所得収支 非居住者に支払われる雇用者報酬や海外投資による

収益などの取り引き 76,914

　　第二次所得収支 食料・医療品など消費財の無償援助など対価をとも
なわない取り引き -10,596

資本移転等収支 港湾や空港建設などの生産資産の援助などの対価を
ともなわない取り引き -9,947

金融収支 金融資産の取り引きの総計 148,757
　　直接投資 海外子会社の設立など 36,900
　　証券投資 海外の公社債や株式の購入など 38,470
　　金融派生商品 5,090
　　その他投資 15,688
　　外貨準備 中央銀行などの通貨当局が保有する外貨の量 52,609
誤差脱漏 （金融収支から差し引いて調整） 18,088

（単位：億円）

-19,551
11,980
-21,618
8,662
42,339
112,593
153,955

-1,842

-25,492

208,090
-37,357
643,595
673,701
30,106
-7,250
175,347

　１個1ドルのアメリカの商品を購入することを考えよう。1000円

　次に，１ドル＝80円になると1000円＝12.5ドルになるので，商品を12個購入で　次に，１ドル＝80円になると1000円＝12.5ドルになるので，商品を12個購入で
きることになる。1ドル＝100円の時と比べて，1ドル＝80円の時の方が同じ1000きることになる。1ドル＝100円の時と比べて，1ドル＝80円の時の方が同じ1000
円で購入できるアメリカの商品は増える。つまり円の価値が高くなっている（ドル円で購入できるアメリカの商品は増える。つまり円の価値が高くなっている（ドル
の価値が低くなっている）。このため，このような変化を「円高（ドル安）になった」の価値が低くなっている）。このため，このような変化を「円高（ドル安）になった」

　反対に，1ドル＝110円に変化した場合は，1000円＝9.1ドルになるので，商品　反対に，1ドル＝110円に変化した場合は，1000円＝9.1ドルになるので，商品
は9個しか購入できない。１ドル100円の時に比べて購入できる商品は減る。こうは9個しか購入できない。１ドル100円の時に比べて購入できる商品は減る。こう

1ドル=100円が1ドル=80円（円高）になると…
300ドルのバック

30,000円
1ドルのチョコ
10個で1,000円

200万円の車
20,000ドル

1ドル=100円が1ドル=110円（円安）になると…

▼
33,000円

▼
10個で1,100円

▼
18,182ドル

▼
24,000円

▼
10個で800円

▼
25,000ドル
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▶2　居住者と非居住者
　「居住者」とは，国内
に住所や家をもっている
者および国内に主たる事
務所をもつ法人のこと。

「非居住者」は，居住者
以外の人や法人をさす。
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地域とつながり，地域に生きる，地域社会との接点

 1  少子化と学校

　自分が卒業した中学校や小学校が，統廃合され
てなくなってしまったという人がいることだろう。
全国的に学校の統廃合が進んでいる。いうまでも
なく，その背景には少子化がある。高校の生徒数
でみると，2017 年度の全国の高校生の数は約
327 万 人。1990 年 に は 562 万 人 だ っ た か ら，
この間に 6 割に減ったことになる。
　出生率の低下に加えて都市部への人口移動がす
すんできた地方では，子どもの減少ぶりはさらに
目立つ。島根県の 2017 年の高校生数 1 万 9000
人は，最大だった 1965 年（4 万 5000 人）の半
分以下である。
　ところで，山間部や離島など過

か
疎
そ

地での高校の
統廃合は，学校の数が多い都市部とは異なる問題
につながる。自宅から通える高校がなくなると，
中学卒業とともに家族ぐるみで都市部へと転居し，
地域の人口減少がさらに進む場合があるのだ。そ
のため過疎地では，「山村 ( 漁村 ) 留学」や地域
の特色を生かした学科・コースづくりなどにより，
地域外からも生徒を集める努力をしている学校が
見られる。

 2 離島の活性化と高校生　

　島根県の隠
お

岐
き

諸島
にある，島根県立隠
岐島

どう
前
ぜん

高等学校も，
そうした学校の一つ
である。隠岐島全高

校の卒業生の 9 割以上は，卒業とともに島を出て
本土にわたり，その後，島にもどるものは 4 割程
度である。
　人口減少にブレーキをかけ地域を活性化するた
めには，卒業生が島外に出ずに島に残るようにす
べきだと思われがちである。しかし，隠岐島前高
校や地元の人たちは，そうは考えなかった。
　島外からも生徒を集めて学校を活性化する。卒
業した生徒たちが海外を含めて島から遠くへ出て
さまざまな経験を重ねる―そうした積み重ねが
あってこそ，「島を元気にする仕事をつくりに帰
りたい」という熱意や力を生むと考えたのだ。こ
うして，隠岐島前高校では，いっぽうで地域の行
事や産業と連携した地域密着の授業を行うととも
に，海外との交流や大学進学へ向けた学習支援な
ど，さまざまな試みが行われるようになった。

　「グローカル」ということばを聞いたことがあるだろうか。「地球規模」を意味
する「グローバル」と，「地域」を意味する「ローカル」。この二つの語をつなげ
たことばが「グローカル」である。しかし，「地球」という大きな場と，生活の場
である身近な「地域」が「つながる」とはどういうことだろうか。

5

0
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15000

20000

25000

30000

1948 70 80 90 10200060 2019年 1948 70 80 90 100060 2019年
0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600
ສ人 校

த学校数

高等学校数

小学校数

த学生の生徒数

高等学校の生徒数

小学生の児童数

1 児童・生徒数および学校数の推移（文部科学省資料より）

（隠岐島前高校ホームページ）　　
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 3 原発事故の地元から世界へ　

　福島県のふたば未来学園高等学校も，地域の課
題への密着と海外との交流を並行して進めている
学校である。この高校のある福島県双葉郡は，
2011 年，東日本大震災により事故をおこした福
島第一原子力発電所に近く，多くの住民が地域か
ら避難し，郡内の県立高校５校は，他地域への避
難ののちにすべて募集を停止した。そうしたなか
で双葉郡にあらたに開校したのが，ふたば未来学
園高等学校である。
　いうまでもなく，この高校の地域は，震災と原
発事故からの復興という課題をかかえる。しかし
実は，人口減少による地域の衰退という問題は，
島根県にも，さらには少子化の進む日本の多くの
地域にも共通する。ふたば未来学園高校のウェブ
サイトは，「日本のあらゆる地域」で「地域・コミュ
ニティが直面する課題」が，双葉郡では「震災と
原発事故により，先鋭化している」と指摘してい
る。とするなら，この地域がそうした問題にどう
取り組んでいくのかということは，日本の多くの
地域のモデルとなり得るといえる。
　こうしてふたば未来学園高校は，地域の課題へ
の取り組みを，日本全体の問題に結びつけて位置
づける。スーパーグローバル・ハイスクールの指
定を受けて海外交流も盛んで，2019 年にはチェ
ルノブイリ原発事故で広範囲の被害を受けたベラ

ルーシへの
研修旅行を
実 施 し た。 
原発事故か
らの復興と
いう地域の
課題は，原
子力エネルギーとどのように向き合うかという地
球規模の課題ともつながっていくのである。

 4 グローバルに考え , ローカルに行動する

　「グローバルに考え，ローカルに行動しよう」
といわれることがある。こんにちの世界では，自
国のことや一地方の利害のことだけを考えるので
は十分ではない。身近な場所で起こっている問題
も，しばしば世界の問題とつながっている。しか
しそのいっぽうで，地球規模 ( グローバル ) の問
題も，それに取り組むには個別の場＝地域 に即
した，具体的な行動が必要である。
　ここに紹介した 2 校の例は，さまざまな地域で，

「グローカル」な試みが始まっていること，高校
生のような若者が，そうした活動に参加している
ことを示している。　
　私たちは，世界の人びととつながりつつ，身近
な地域でできること，すべきことを考えながら行
動していく必要がある。 

以下のテーマについて，調査・議論してみよう。
❶ 自分の学校のある都道府県の，人口・高校の校数やその推移を，自治体のウェブサイト

から調べてみよう。

❷ 自分の学校のある都道府県やその周辺の高校で，地域と密着したユニークな特色のある
学校はないか調べてみよう。

「身近な地域や人びとと世界がつながっている」と感じるのはどんなときだろうか。
世界の遠い地域で起こっているできごとで，「身近なところで起きている問題と共通す

る」と感じるものはないだろうか。調べたり考えたりしたことを，話し合ってみよう。

2  廃炉創造ロボコン大会の開催　福島
県主催で全国の高等専門学校の生徒
たちが競う。（2019 年）
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  ▶︎ 1　課題を決める

　「なぜ」という疑問が大切だ。「なぜ」の背景に
は，「何が正しいんだろう」「どうしたらいいのだ
ろう」「（この意見や見方は）ちがうのでは？」な
どの気づきがあり，どんな疑問でも，一つひとつ
が学びの扉となる。
　課題のテーマを決めるには，小さな疑問を大切
にして「なぜ」を深めていくことが大切である。
そのためには，小さな疑問を書きだし，それをも
とに自分の考えを短い文章にしてみよう。そして，
この文章にふさわしい題名をつけることによって，
検討していきたいテーマに結びついていくだろう。

  ▶︎ 2　計画をたてる

（１）期間の確認
　テーマに取り組む計画をたてるうえで，はじ
めにはっきりしておく必要があるのは，探究の
期間である。1 年間か半年か，１か月か２週間
かでは，取り組むことのできる内容と方法が異
なってくる。

（２）ゴールを決める
　テーマに取り組んだ結果，どんな形にまとめ
たいか，どのような方法で発表や発信をしたい
かをはっきりさせる。最終的なまとめ方を具体
化することで，取り組みの手順がより明確になる。

（３）方法の選択
　テーマによって取り組む方法も異なる。その
うえで，さまざまな方法を組み合わせて，疑問

の核心に迫る方法を選ぶ。取り組む流れを示し
た計画書を作成してみよう。

＜研究方法＞　
①資料（情報）収集：単行本・新聞・雑誌・統

計・映像資料・ウェブサイト
　課題に取り組むためには，まずはその課題を
具体的に調べることが必要だろう。自分の知っ
ている内容のことでも，改めて他の人の意見や，
一般的な説明を確認するため，いろいろなメディ
アから資料（情報）を収集しよう。情報には誤
りもあるかもしれない，古くなって事情が変わっ
ていることもある。書く人の立場や属性（性別，
年齢…）によってものの見方がちがってくるこ
ともある。どんな情報もうのみにせずに検討し
よう。

②社会調査：アンケート調査・インタビュー調
査・フィールドワーク
　多くの人の意見を聞くなら，アンケート調査
が適している。インタビュー調査は逆に，少数
の人からじっくりと話を聞くことができる。
フィールドワーク（地域調査）をすることで，
実地に出かけないと気づかないこと，わからな
いものを見つけることができるだろう。
　自分の課題に適した調査を行うことが，課題
探究において大事な数値や考え方，傾向などを
示してくれる。

③ワークショップ：グループで進める場合に，
課題の設定や計画づくり段階から活用するこ
とができる手法。
　ファシリテーターとよばれる司会進行役を中
心に進められる，参加型の討議。

（4）計画実施
　課題に取り組みながら，計画通り進んでいる
かを確かめることが大切である。また，計画通
り進んでいない状況があれば，そのつど，計画
の見直しを行い，最終的な目標を予定通り達成
できることをめざす。これを進行管理という。

学んだことをまとめよう

課題探究のスキル

疑問の前の「気づき」に向けて
資料を見るときに次のようなことを考えながら読み
取ってみよう！

「これは問題だ，考えてみなければならない。」
「これはおもしろいことだ，もっと調べてみたい。」
「ほんとうに？　それでは考えてみなければならない。」
「ほんとうにこのとおりだ，どう考えたらいいか。」
「この点は，ひとつ，みんなで話し合いたい。」

（『教えることの復権』ちくま書房，2009 年より抜粋）
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  ▶︎ 3　成果をまとめる

　研究の成果をまとめるには，少人数で報告しあ
い，意見交換して異なる視点を参考に成果の整理
をするとよい。その際の方法として，ワークショッ
プの手法は有効となる。
　また，最終的なまとめとしての成果物は，レポー
トや報告書などに文章化する形態が一般的である。
グラフ，写真などを入れると内容がわかりやすく
なる。さらに，映像やスライド，造形作品やパネ
ルなどの展示物，演劇や音楽などを取り入れるこ
とも考えられる。これら複数のまとめ方を採用す
るときは，次の成果の発表・発信の方法も考慮し
て行うとよい。

　
  ▶︎ 4　結果を知らせる

　課題に取り組んだ結果・成果をまとめて，学校
内，世界の人びとに，発表・発信することが大切
である。その結果，一般の方からの意見や感想は，
社会的評価としての意義がある。
　発表・発信の方法もたくさんの選択肢がある。
レポートや報告書をもとに，より多くの人に知っ
てもらうことがのぞましい。そのためには，ふさ
わしい発表・発信の方法と機会や場所を，学校内
だけでなく地域で行うことを考えることも重要だ。

＜方法＞
プレゼンテーション，ディベート，パネルディ
スカッション，鼎

てい
談
だん

（三人が向かいあって話す）
＜機会＞

文化祭など学校行事，地域イベント，公募の企
画やイベント

＜ワークショップやアクティブラーニングの方法＞
①アイス - ブレイキング（緊張ほぐし）

・ワークショップなどの導入に取り組む人とのコ
ミュニケーションをとって場をなごませる。

②ランキング（順位づけ）
・テーマに則して，重要と考えるものから順位づ

けして整理する方法。個人の順位づけからグ
ループでの順位づけに展開し，比較したり意
見交換をしたりすることで，テーマにアプロー
チする。

③ブレイン - ストーミング（集団連想） 
・テーマに則して，自由に意見を出し合う手法。

たくさん発言することが重要で，否定をせず
に，連想・発想を続けていく。判断や結論を
つけないで終わらせてよい。

④ディベート（競技討論）
・テーマに則して，対立する立場にたつ二つのグ

ループが，それぞれ自分の立場を守って討論
するゲーム。一方が立論した内容をもう一方
が反

はん
駁
ばく

するやり取りとなる。それぞれの発言
への根拠づけによって，妥当性や正当性を高
めていく。

⑤フォト - ランゲージ（写真言語） 
・写真やイラストから，そこに込められた意味や

思いなどを多角的に推察する。写真の説明文
を考えたり，イラストのフキダシを考える。

⑥プランニング（計画立案）　（▶ 2 を参照）

⑦シミュレーション（模擬体験） 
・実際に行われている活動について，体験的に取

り組む手法。「模擬選挙・投票」「模擬請願」「模
擬議会」「模擬裁判」などがよく取り組まれて
いる。

⑧ロール - プレイング（役割演技）
・決められた役割を演じることで，体験的に活動

する方法。あらすじのなかでセリフを言うだ
け，というものや，設定された役割のなかで，
自分なりに考えて発言し行動するものもある。

⑨ＴＫＪ法（集団情報構造化法） 
・さまざまな情報や議論から，整理・構造化する

方法。収集した情報（発言）などをグループ
分けして，同じ傾向のある内容を整理・統合
していく。

⑩ルール - メイキング（規則作成）
・現状の課題に対するルールづくりを進めること

で，課題解決に向けた，多角的な話し合いを
進める方法。




